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春の市民ぐるみで

関東地方一 都六県 が、空き缶など の散乱ご みの一斉 清掃を共同

して実施し ます。

41111S ＝６月１日剛〔雨天 の場 合は８日剛〕の午 前中の1 時 間程度

ｉ 酳i 濔 讎
＝町 会内の公 園・道路な どの公共 スペ ース や家の周辺

※ごみは 「燃 やせるご み」「燃やせない ごみ」「資源ご み」に分 別

してく ださい。

※家庭からのごみは出さないでください。

圜清掃業務課業務第一係

清掃終了後、コスモスの種まきを行います。

花をたくさん咲かせ、緑と花の街づくりに皆さんの参

加をお願いします。

日時＝６月１日(白)午 前10 時 から 〔雨天の場合は８日(白)〕

場所＝右図Ｃ集合地点( 三郷有料橋下)

圜 川をきれいにする課

人 口 と 世 帯　5 月1日現在

人口460,355 人 ［+1,516］

男233,731 人 ［+ 838 ］U
］

女226,624 人 ［+ 678］ 冐

世帯174,526 世帯［+1,122］ 比

主な内容敬老おこづかいを見直し
高齢者施策を充実します　　 ②

自動車整備工場が
地震時に消防協力　　　　　 ③

快適な環境の実現に向けて
身近な環境を見直しましょう④ ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥ ⑦

シートベルト着用推進月間

キミとボク

「ベルトしめた」が

愛ことば
6月１日⑧から30 日(月)までの１ヵ月

間を｢ シ ートベルト着用推進月間｣ と

して､ 県下一斉に｢ シートベルト着用

推進キャンペーン｣ を実施します。

シートベルトの着用は 、万一の自

動車事故による死

傷者の減少と、被

害の軽減を図りま

す。交通事故防止

にご 協力く ださ

い。

崑安全課庶務係
ｼ ートベルトは命を守る

ゴミのないきれいな街を目指して、’ゴミゼロ

運動と江戸川クリーン大作戦を同時に行う「春

の市民ぐるみでクリーンデー」が6月1日非に行

われます。

ゴミゼロ運動は皆さんの周りの公園などを、

江戸川クリーン大作戦は江戸川河川敷を一斉に

清掃するものです。

清潔な街づくりのため、皆さんの参加をお待

ちしています。

集
合
場
所
＝
下
図

Ａ
一
矢
切
の
渡
し
乗
船

場
前

勁

‥
中
部
小
学
校
先
江

戸
川
土
手

ｃ

二
二
郷
有
料
橋
下

Ｏ
一
松
戸
排
水
機
場
前

の
各
地
点

黷
清
掃
管
理
課
庶
務
係

河
川
美
化
月
間
の
一
環
と
し
て
江
戸
川
沿
岸
の
市

町
村
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
河
川
敷
の
清
掃
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
・一
日
剛
〔
雨
天
の
場
合
は
８
日
脚
〕

午
前
９
時
～
1
0時

清
匍
匐
猖
＝
江

尸
川
河
川
敷

人 権 擁 護 委 員

江戸川クリーン 六作戦

(案内図)
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こ
こ

数
年

、「
い
じ

め
」
・
体
罰

・
不

登
校
な

ど
、
子

ど
も

を

め
ぐ

る
人
権

問
題

が
大

き
な
社

会
問

題

と
な

っ
て

い
ま
す

。
そ
こ

で

、
全

国
人

権
擁
護

委
員

連
合
会

で

は
、

「
子

ど

も
の
人

権
を
守

ろ
う

Ｉ

育

て
よ

う
思

い
や
り

の
心
」

を
重

点

目
標

に
掲

げ
、
積

極
的

な
啓
発

活

勣
筌

展
開
し

て

い
ま
す

。

人
権

擁
護
委

員

は
、
皆

さ

ん
の

ご
相
談

を
お
受

け
し

て

い
ま
す

。

相
談

は
無
料

で

、
秘
密

は
固
く

守

ら

れ
ま
す

。
お
気

軽
に

ご
相

談

く

だ

さ

い
。

※
定

例
の
人
権
相

談
に

つ
い
て
は
、

広
報

の
相

談
案
内
（
８

ぺ
廴

ン
）

で

ご
紹
介
し

て

い
ま
す

。

圜

援

護
課

庶
務
係

人

権

擁

護

委

員

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

６

月
１

日

は
人

権
擁
護

委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日

で
す

．
『

クリーンデー

環境美化運動「ごみゼロの日」

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

コスモスの

種まき



敬
老
お
こ
づ
か
い
を
見
直
し

高
齢
者
施
策
を
充
実
し
ま
す

急
激

な
都
市
化
に
よ

り
人
口
が

急
増
し
た

本
市
で
は

、
平
成

1
8年
に

は
高
齢
化
率
が

一
四
％

を
、
2
7年
に
は
二

五
％

を
超
え

る
と
予

想
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
で

は
、
少
子
化

、
高
齢
化

と
い

っ
た
社

会
環
境
の

変
化
に

対
応
で
き
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
提
供
す
る
た
め
、

限
ら

れ
た
行
政
資
源

を
最
も
有
効

に
活
用
し
て

ま
い

り
ま
す

。

圃
な
が
い

き
課

ま
す

。

こ

れ

ま
で
支

給
し

て

い
た
敬

老
お

こ

づ
か

い
は

、
敬
老

祝
金

と
し

て
見

直
し

ま
し

た

。
今
年

度
か

ら
実

施
す

る
敬

老
祝

金

は
、
喜

寿
（
七
十

七
歳

）

一
万

円

、
米
寿
（
八

十

八
歳

）
二
万

円

、

白
寿
（
九
十

九
歳

）
三
万
円

、
百

歳
以

上

の
方
五

万
円

と
、

人
生

の
節
目

を

迎
え

ら

れ
る
方

に
敬

老

の
意
を

表
す

祝
金

と
し

て

お
贈
り

し
ま

す

。

【
ポ
イ
ン
ト
ー

食
品
の
購
入
】

生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
物
を
選
ぶ

／
消
費
期
限
を
確
認
す
る
／
肉
汁

や
魚
な
ど
の
水
分
が
漏
れ
な
い
よ

う
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
け

て
包

み
持
ち
帰

る

「
ポ
イ
ン
ト
２

家
庭
で
の

保
存

」

冷

蔵
や
冷
凍
の

必
要
な

も
の

は
す
ぐ
に
冷

蔵
庫
や

冷
凍

庫
に
入
れ

る
／
冷
蔵

庫
は
1
0
度
以
下

、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ

ス
巧
度
以

下
に

維
持

し
、
詰
め
過

ぎ
に
注

意
／

肉
や
魚

な
ど

は
ビ
ニ

ー
ル

袋
や

容
器
に
入

れ

る

【
ポ
イ
ン
ト
３

下
準
備
】

台

所
の
チ
ェ

ッ
ク
（

ゴ

ミ
は

捨
て
て
あ

る
か
、
ふ

き
ん

は
清
潔
か

、
せ

っ
け

食中毒の季節です
卜
野
菜

も
よ

く
洗

う
／
冷

凍
食
品

の
解
凍

は
、
使
う

分
だ
け
冷

蔵
庫

や
電
子
レ
ン

ジ
で

行
い

、
解

凍
後

は
す
ぐ

調
理
【
ポ
イ
ン
ト
４
　

調
理
】

家庭でできる食中毒予防の６つのポイント

中

心
部

の
温
度

が
7
5度

で

一
分
以

上
加
熱
／

料
理

を
途
中

で
や
め

る
と

き
は

冷
蔵

庫
に
入

れ

る
／

電

子

レ

ン
ジ

は
専
用
容

器
や
ふ

た
を
使
用

【
ポ
イ
ン
ト
５

食
事
】

清
潔

な
手

、
清

潔
な
器

具
、
清
潔

な
食
器
／

温
か

い
物
は

温
か
く

、
冷
た
い

物
は
冷
た

く
保
ち

室
温
に

長
く
放

置
し
な
い

「
ポ
イ
ン
ト
６

残

っ
た
食

品
」早
く
冷

え

る
よ

う
浅
い

容
器
に
小
分
け
す
る
／
時
間
が
た

ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
捨
て

る
／
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加

熱
／
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思

っ
た
ら
、
食
べ
ず
に
捨
て
る

巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
０
ビ

ス
を
始
め
ま
す

高

齢
者

施
策

を
充

実
さ
せ

る
た

め

の
９

年
度

予
算

は
、
前

年
度

に
比

ベ

ー
億

五
百

四
十

七
万

七
千
円

、
約

三

・
五
％

の
増
額

と
な
り

、

ホ
ー

ム
ヘ

ル

プ
サ

ー
ビ
ス

、

デ
イ

サ

ー
ビ

ス
、

シ

ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ど
の
在

宅
福

祉

サ

ー
ビ

ス
を
中
心

に

、
特
別

養
護

老

人

ホ

ー
ム
な
ど

の
施
設

の
整

備

、
健

康

や
生

き
が

い
対
策
を

充
実
し
ま
す

。

①
二

十

四

時

間

対

応

の

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

の

整

備

・

充

実

を

計
画

的

に

図

り

ま

す

こ

れ
ま

で

の
滞
在
型

サ

ー
ビ

ス
に

加
え
、
「
必
要
な
と
き
に
必
要
な
サ
ー

ビ

ス
を
必

要
な
量

提

供
す

る
」
と

い

電子計算機による

個人情報処理の公表

う
視
点
か
ら
、
お
む
つ
交
換
、
低
位

変
換
、
食
事
介
助
な
ど
を
、
必
要
に

応
じ
て
一
日
数
回
行
つ
巡
回
型
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

当
面
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
９

時
の
間
で
、
一
部
地
域
か
ら
試
行
囘

に
実
施
し
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

需
要
量
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
の
調
査

を
行

い
、
二
十
四
時
間
対
応
で
き
る

よ
う
順
次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

②
福

祉
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
拠

点
整
備
を
図

り
ま
す
（
９
年
度
は

市
内
十
二

地
区

の
う
ち
七
地
区

）

多
様
化
す
る
地
域
の
福
祉
需
要
に

的
確
に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、
地
域

社
会
を
基
盤
と
し
た
市
民
の
連
帯
に

よ
る
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

住
み
慣

れ

た
地
域

で
安
心

し

て
暮

ら

せ

る
よ
う

、
市
民

の
主
体

的

な
参

加

に
よ

る
地
域

ぐ

る
み
福

祉
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
事

業

の
拠
点

整
備

の
支

援
を

行

い
ま

す
。

③
「
緊

急
通

報

装
置

」
や
「
福

祉

電

話

」
の
設

置

要

件

を

緩

和

し

ま

す

ひ
と

昨（
暮

ら
し
老

人

が
、
急

病

や

火

災
な

ど

の
緊

急

事
態

に
迅
速

に
対

応

で
き

る
よ
う

、
緊

急
通

報
装

置
貸

与

の
距

離
制

限
を

な
く
し

、
対

象
者

を

拡
大
し

ま

す

（
８

年
度

三
百

二
十

台

か

ら

９

年

度

四

百

二

十

台

に

増

設

）
。
ま
た

、
ひ

と
び
暮

ら
し
老

人

で
電

話

を
お

持
ち

で
な

い
人
に

は
、

電
話

機

を
貸
与

し

、
電
話

に
よ

る
安
否

確

認

の
充

実
強
化

を
図

り
ま

す
。

①
高

齢
者

の
在

宅

生
活

を
支

援

住
宅

改
造

に

つ
い
て

の
相
談

に
応

じ

た
り
助

言
を
行

つ
リ

フ
ォ

ー
ム

ヘ

ル

パ

ー
の
設
置

や
、
高
齢

者

の
人
た

ち

が

い
つ
ま

で
も
元

気
に

社
会

参
加

で
き

る
よ
う

に
生
涯

学
習

や
健

康
増

進

な
ど

の
必
要

性

の
高

い
高
齢

者
施

策
に

つ

い
て
も

、
早
急

に

推
進
し

て

い
き
ま
す

。

⑤
そ

の
他
９

年
度

に
行

―

よ
な
事

業

特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム
　（
平

成
1
0

年
度

中
開
設

予

定
）

の
建
設

費

の
補

助

、
特
別

養
護

老
人

ホ

ー
ム
や

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
増

床
に
伴

う
委

託
料

の

増
額

、

デ
イ
サ

ー

ビ
ス
セ

ン

タ
ー
一

ヵ
所

を
開
設

し

六
ヵ
所

に

、
在
宅

介

護
支

援
セ

ン

タ
ー

ー
ヵ

所

の
建
設

費

を

補
助
し

四
ヵ
所

に

す
る

な
ど
施

設

を
充

実

さ
せ
、

利
用
者

の
利

便
を

図

り
ま

す

。

在宅福祉サービスをより充実します

戦

没

者

遺

族

特

別

弔

慰

金

の

請

求

は

至

急

済

ま

せ

て

く

だ

さ

い

第
六
回

特
別
弔

慰
金

が
支

給
さ

れ

て

い
ま
す

。
ま

だ
請
求

さ
れ

て

い
な

い
人

は

、
至

急
手

続

き
を
済

ま
せ

て

く

だ
さ

い
。

対

象
①
こ

れ
ま

で
に
特

別
弔

慰
金

を
受

け
た

こ
と

の
あ

る
遺
族

②
平

成

元
年

４
月

Ｉ
囗

か
ら
７

年
３
月
3
1
日

の
間
に
公

務
扶
助

料

・
遺
族

年
金
等

の
受

給
者

が
死
亡

等

に
よ
り

そ

の
権

利

を
失
し

た
遺

族
　

時

効
日

平

成

稍一

年
３

月
3
1
日

※
既
に
冲

請
済

み
で

、
ま
だ

国
債

が

交
付

さ
れ
て

い
な

い
人
に

つ

い
て

は
、
交
付

さ
れ

次
第
通

知
し

ま
す

。

麭

援

護
課
社

会
係

機 関 名 事　務　名 主　な　収　集　項　目 対　象　者

市 長

市民税賦課収納
氏名、住所、収入、控除、課税標準、税

額、口座、勤務先

納税義務者固定資産税賦課収納
氏名、住所、地番、地積、地目、評価額、

建築年、課税標準、税額、口座

軽自動車税賦課収納
氏名、住所、標識番号、車種、税額、口

座

住民記録
氏名、住所、性別、続柄、世帯主、本籍、

筆頭者
住民

印鑑登録
氏名、住所、性別、印鑑脊録年月日、印

影

外国人登録
氏名、住所、性別、生年月日、続柄、国

籍
外国人

国民年金保険料賦課収納
氏名、住所、記号番号、資格、得喪年月

日、保険料、口座
納入者

国民健康保険料賦課収納
氏名、住所、記号番号、資格、得喪年月

日、保険料、口座

国民健康保険資格給付
氏名、住所、記号番号、資格、得喪年月

日、診療報酬額、診療報酬内容
受給者

保育所入所措置及び保育

料賦課収納

氏名、住所、児童氏名、階層、所得、保

育料
納入者

下水道使用料賦課収納 氏名、住所、使用料、口座

生活保護
氏名、住所、性別、生年月日、続柄、学

歴、職業、口座内容、電話番号、扶助額
受給者

生産緑地指定
氏名、住所、農地所在地、登記地目、課

税地目、地積、土地の権利
指定申告者

教育委員会 入学通知・学齢簿作成
氏名、保護者氏名、住所、性別、生年月

日

小中学校就学

児童生徒

高

齢

者

・

障

害

者

に

住

宅

増

改

築

等

の

資

金

を

貸

し

付

け

対

象
お

お
む
ね

六
十
歳

以
上

で
日

常

生
活

に
介
助

が
必
要

な
高

齢
者

、

身
体
障
害
者
・
療
育
手
帳
を
交
付
さ

れ
て

い
る
人
（
ま

た
は
扶

養
義

務
者

）

資

格
次

の
す

べ
て

に
該
当

す

る
人
①

住

民
（
外
国

人

）
登
録

が
あ
り

、
市
内

に
二

年
以

上
住

ん
で

い
る
②

高
齢
者

（
障
害

者
）
の
利

便

の
た
め
住

宅

を
増

改

築
す

る
③

増
改
築

す
る
住

宅

が
建

築

基
準
法

に
違
反
し

て

い
な

い
①

前

年

の
総
所

得

が
七
百
二

十
万
円

以
下

⑤
息
帯
保
証
人
が
一
人
い
る
　
必
要

書

類
工

事

計
画
書

・
工
事

見
積

書

・

所

得
を
証

明
す

る
書

類
お
よ

び
市

税

の
納
税
証
明
書
・
連
帯
保
証
人
の
所

得

を
証
明

す

る
書
類

な
ど

圃

高

齢
者

―
な

が
い
き
課

福
祉

係
、

障

害
者

＝
援
護

課
庶

務
係

種 類 貸付限度額 利　率 返　済

居室整備 240 万円

年

1.596

６ヵ 月据

え置き後

10年以内

に返済

浴室整備 130 万円

トイレ整備 110 万円

その他の整備 100 万円

※複数の貸し付けの限度額は300 万円

市

営

住

宅

入

居

者

募

集

詳

し

く

は

６

月

５

日

号

で

申

込
晝

配
布
期

間
６

月
９
日

丱
～

2
3日

丱
　

由
込

書
配

布
場
所

住
宅
課

・
各

支
所
一
　
申
込

受
付

期
間

６
月
1
6

日
丱

～
2
3日

丱
　

申
込

受
付

場
所
住

宅
課
※
住

宅

の
種
類

・
入
居

資
格

な
ど
詳

細

は
、

広
報
６

月
５

日
号

で
お

知

ら

せ
し

ま
す

。

圃

住
宅

課
住

宅
政

策
係

関

東

財

務

局

ふ

れ

あ

い

ウ

ィ

ー

ク

行

政

相

談

６

月
２

日
側

～
６
日

蚩
、

午
前
９

時
～

午
後

４
時

龠
場

大

蔵

省
関
東

財

務
局
千

葉
財

務
事

務
所
（
千

葉
市

）

内

容

国
有

地
に

関
す

る
相

談
・
要

望

な

ど
　

費

用

無

料

亶

大
蔵

省
関
東

財
務

局
千
葉

財
務

事

務
所

公

㈲

・
Ｓ

・
7
2
1
1

番

保

育

所
（
園

）
で

一
時

的
保

育

の

利

用

が
で

き

ま

す

一
時
的
保
育
実
施
保
育
所
（
園

）

公
立
＝
牧
の
原
保
育
所

豊
3
8
5
・
0
9

9
7
番

、
新
松
戸
南
部
保
育
所
容
阻

・
0
0
1
0

番
、
民
間

＝
松
戸
南
保

育
園
豊
韻
・
0
3
6
6

番
、
八
旦
公
口

保
育
園

音
韻
・
7
8
0
2

番
　
利

汗

で
き
る
人
妙
疾
病
、
介
護
な
ど
緊
急

な
場
合
や
職
業
訓
練
な
ど
で
児
童
の

家
庭
内
保
育
が
困
難
な
場
合
（
原
則

と
し
て
週
三
日
間
を
限
度
二

回
保
護

者
の
育
児
に
伴
う

心
理
的
・
身
体
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
場
合

保
育

時
間
午
侖
８
時
丿
分
卜
午

後
５
時
子

曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で
保
育
課
・
各

保
育
所
（
園
）
へ

保

育

料

一

覧

三
歳
以
上
児

六
ヵ
月
以
上

三
歳
未
満
児

年

齢

四
時
間
ま
で
…
…
七
百
円

四
時
間
を
超
え
る
一
時
間

ご
と
に
　
　
　
　
　

百
円

四
時
鵙
ま
で
：
辛

四
百
円

四
時
間
を
超
え
る
一
時
間

ご
と
に
　
…
…
　
四
百
円

保

育

料

圃

保
育
課
保
育

係

市民の個人情報を保護するため制定された「個

人情報の保護に関する条例」に基づき、電子計算

機処理により 、どのような個人情報が記録されて

いるのか、その状況をお知らせします。

［體事務管理課

個人情報の保管に係る主な業務

節
目

に

敬

老

祝

金

を
贈

り

ま
す

市
は
、
敬
老
お
こ
づ
か
い
支
給
事

業
に
つ
い
て
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
高
齢
者
施
策
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
か
つ
急
務
で
あ
る

と
考
え
、
六
十
九
歳
以
上
の
す
べ
て

の
市
民
に
支
給
し
て
き
た
敬
老
お
こ

づ
か
い
を
廃
止
し
、
そ
の
財
源
を
よ

り
必
要
性
の
高
い
施
策
に
振
び
向
け

ん
は
用
意
し
て
あ
る
か
、
調
瑶
台

は
広
く
使
え
る
か
）
／
肉
や
魚
の

汁
が
生
で
食
べ
る
物
や
調
理
済
の

食
品
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

ビ
フ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ



地
震
時
に
消
防
協
力

消
火
器
や
ジ
ャ
ッ
キ
の
貸
し
出
し
も

阪
神

・
淡

路
大
震

災
で

は
、

倒
壊

家
屋

や
放
置
車

両

に
よ

る
道
路

の
通

行

不
能

に
よ

っ
て

、
消
防

車

が
火

災

現

場
へ
接
近
で

き
な
か

っ
た
こ
と

が
、

火

災

の
被
害

拡
大

の
原
因

と
な

り
ま

し

た

。

そ
こ

で

、
他
千

葉
県
自

動
車

整
備

振
興
会

松
戸

支
部
（
七
十
二

事
業
所

）

よ
り

、
日

常
の
業

務
で
使

用
し

て

い

る
キ

ャ
リ

ア
カ

ー

・
フ
ォ

ー
ク
リ

フ

ト

ー
ク
レ

ー
ン
付

車
両
等

を
活

用
し

て
震

災
時

に
は
通

行

障
害
排

除
作

業

川井敏久

市長室・発

４月23日の発足式に勢ぞろいした車両

に
協

力
し

た

い
と

、
消

防
局

に
申
し

出

が
あ
り

ま
し

た
。

ま

た
、
事
業

所
付

近

の
住
民

に

は
、

初
期

消
火

活
動

や
倒

壊
家
屋

の
下

敷

き
に

な

っ
た
場

合

の
救

助
活

動

に
役

立
て

て
も

ら

お
う
と

、
工
場

に

備
え

付
け

の
消

火
器

や

ジ
ャ

ッ
キ
等

の
工

具

の
貸
し

出
し

も
行

い
ま

す

。

協

力
事

業
所

に

は
、
見

や
す

い
場

所

に

「
震
災

時
住
民

協
五

重

業

所
」

の
ス
テ

ッ
カ

ー

が
張
ひ

出

さ

れ
て

い

ま

す

。
自

宅
近

く

に
あ

る
協
力

事
業

所

を
確

認
し

て
お

き
、
震

災
時

に

は

ご
利
用

ぐ
だ

さ

い
。

震災時住民協力事業所

きれいな街に

圃

他
千
葉
県
自
動
車

整
備
振
興
会
松
戸
支

部
・
湯
浅
昔
沺
・
3

3
1
1
番
、
松
戸
市

消
防
局
警
防
課

昔
沺

・
1
1
1
1

内
線
５

番

５
月
1
0日
の
「
レ
ン

ゲ
祭
」
を

前
に
し
て
、
私
は
、
レ
ン
ゲ
の
生

育
状
況
が
気
に
な
り
、
会
場
と
な

る
江
戸
川
の
河
川
敷
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

昨
年
は
雨

が
少
な
か
っ
た
せ

い

で
生
育

が
遅
れ
、
花
の
数
も
ま
ば

ら
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
ど
ん
なごみのない清潔な街を目指して

ご利用ください

市民葬儀制度
市
民

葬
儀

制
度

は
、
市

民

の

方

に

ご
不

幸

が

あ

っ
た

と

き

、

経
済

的
で

厳
粛

な
葬
儀

が
行
え

る
よ
う

に
設

け
ら

れ
ま
し

た

。

こ

の
制
度

は

、
市
と
市

の
指

定
を
受

け

た
葬

祭
業
者

ど

の
間

で
、「
祭
壇
」
お
よ

び
そ

の
飾
り

付
け

の
内

容

や
料
金
に

つ

い
て

協

議
し
、

合
意

に
よ
Ｉ

実
施
し

て

い
る
も

の
で

す

。

対

乖

：
施

主
ま

た
は
死

亡
者

が
松

戸
市

民
で

、
市

内
で
行

っ

葬

儀内

容
・：
こ

の
制

度
で

利
用

で

き

る
祭

壇
の
種

類
と

料
金

は
下

表

の
と

お
り

で
す

。

圃

下

表

の
市
民

葬
儀
取

扱

店
へ

※
た
だ
し

、
棺

・
遺
影

写

具
代

・
礼

状
印

刷
代

・
読
経

料

・

供
花

代

・
市

の
式
場
使

用
料

・
火

葬
料

・
霊

柩
（
き

ゅ
う

）

自
動

車
使

用
料

・
納
骨

容
器

代

等
は
こ

の
料

金
に
含

ま

れ

て

い
ま
せ

ん

。
申
し
込

み

の

際

に
取
扱

指

定
店

へ
お
問

い

合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

暦

斎
場

昔
ｘ

・
4
0
4
2

番

も
の
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

ま
ず
ま
ず
の
花
の
状
態
だ
っ
た
の

で
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル

デ
ン

ウ
イ

ー
ク
中
に
は

家
族
連
れ
な
ど
、
大
勢
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

帰

る
途
中
、
土
手

の
上
に
あ
る

ト
イ
レ
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。

ト
イ
レ
に
落
書
き
が
さ
れ
て

い

な

い
か
、
壊
さ
れ
て
い
な

い
か
、

あ
る
い
は
詰
ま
っ
た
り
は
し
て
い

な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

幸

い
、
障
害
者
用
を
含

め
、
す
べ

て
の
ト
イ
レ
が
き
れ

い
に
な
っ
て

お
り
、
ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
の
心
が
け
ひ
と

つ
で
、

き
れ

い
に
使
わ
れ
る
も
の
だ
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た

い
と
思

(５０音順)市 民 葬 儀 取 扱 指 定 店

祭壇の種類と料金

種 類 料金(円) 内　容

Ａ．５段飾り 80,000
な け 祭

ど ｀壇

を 受 貸
含 付 し

む 用 付

品 け
丶　丶

消 飾

耗 り
品 付

Ｂ．３段飾り 50,000

Ｃ．３段飾り 38,000

火葬料（一体につき）

区　　分 料金( 円)

15 歳以上 3,000

15 歳未満 1,600

死　胎 1,000

霊柩 車使用料( 市斎場)

実車10Km まで…4,000 円

ＩＫｍ増すごとに ‥･140 円

づ 消費税が加算されます)

業　者　名 住　所 電話番号

㈲愛蓮社 西馬橋相川町169 3∠12-4 ∠μ∠1

㈱アーバンライフ 小金原ワー1ワー26 3∠1｢7-5000

石井葬儀社 六実5-23-1 386-0856

㈲伊原葬儀社 馬橋1903 343-4310
㈱エスケイ市民共済 ニツ木二葉町198 364-0660
㈲カインド社 古ヶ畸2-3148-6 3∠L∠卜5222

㈲柏葬祭センター松戸支店 上本郷3004-101 365-61 ∠μ

㈲広善社 幸谷682 3∠11-3356

㈲渋谷花店 小金きよしヶ丘4 ―15―13 3∠41―6644

昭和興業㈱ 松戸新田5ﾜ9-28 シャトー中村 369-4 ∠罅4

㈱杉浦葬儀店 根本5－4 362-2542

㈲セレモアむつみ 六高台5-36-15 383- ∠目44

セントラル総合㈱ 河原塚258 391-9118

㈲創蓮社 二十世紀が丘戸山町125 391-1611
㈲大典社 高塚新田631 391-5ﾜ26

㈲東葛葬祭 松戸1485 363-2001

㈲ときわ平葬儀社 常盤平2-21-1 385-2622

㈲宝心社 六実1-52-2 389-5555

㈱日本式典 栄町4-205-4 364-0495

㈱松戸葬儀社 松戸1692 36 ∠1一斗∠罅4

㈲藪崎葬儀社 小山22ﾜ 362-231ﾜ

優愛セレモニー 古ヶ崎3－3∠119―1 391-3ﾜ63

㈱ライフケア 松戸1112 363-0983

い
ま

す

。

と

こ

ろ
で
私

は
、
駅
前

が
汚

い
、

公

園

や
道

路

が
汚

い
と

い
う
こ

と

を

よ

く
耳

に
し

ま

す

。

皆

さ

ん
一

人
ひ

と

り

が
街

の
美

化

に

心

が
け

て

い
た

だ

け

れ

ば
、

こ

の
よ
う

な

こ
と

は

な

い
と

思
う

の
で

す

が
…

。

そ

こ

で
ま

ず

、
市

内

の

い
た

る

所

に

捨

て
ら

れ

て

い
る

あ
き

缶

な

ど
を

な

く
す

た

め
、

昨
年

の
５
月

に

「
松

戸
市

あ

き
缶

な

ど

の
散
乱

防
止

対

策
市

民
会

議

」

を

ス

タ
ー

ト

さ
せ

ま
し

た

。

市

民

会
議

で

は
、

あ

き
缶

な

ど

の

ポ
イ

捨

て

が

い
か
に

し
た

ら

な

く

な

る
か

議
論

を
重

ね

、
平

成

９

年

度
末

に
最

終

提
言

が
提
出

さ

れ

ま

す

。
こ

れ
を

基

に
、

さ
ら

に

街

が
き

れ

い
に

な
る

よ
う

、
事

業

を

実
施
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、
今
年
も
６
月
１
日
襾

に

は
、
江
戸
川
の
河
川
敷
を
清
掃
す

る
「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

が
、
沿
岸
の
市
町
村
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
行

わ
れ
ま
す
。
同
時
に
、

皆
さ
ん
の
周
り
の
公
園
・
道
路
な

ど
の
一
斉
清
掃
を
行
う
「
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

毎
年
多
く
の
参
加
を

い
た
だ

い

て
い
る
各
種
団
体
の
方
々
や
町
会

の
皆

さ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
対
し
て
、
改

め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人

ひ
と
り

が
、
自
分
た
ち
の
街
は
自

分
た
ち
の
手

で
き
れ
い
に
す
る
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
だ
く

と

い
う
こ
と
が
、
非
常
に
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
き
れ
い
な
街
を
目
指
し
、
今
年

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
と
思

い
ま
す

。

幼
子
の
髪
に
た
は
じ
れ

花
げ
ん
げ

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
４
月
末

現
在
三
百
五
十
二
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

沺
・
2
3
0
1

番

クロ ーズ アッ プ

女と男､､j。｡10

家庭科の男女共修って？

小

学
校

で

は
女

子
も

男
子

む
二

緒

に
学

ぶ
家

庭
科

が
、
中
学

・
高

校

で
は
こ

の
三

十
年

ほ
ど
男

女
別

学

で
し

た
。
そ

れ

が
中
学
校

で

は

平

成
５
年

度

か
ら
、

高
校

で
は
６

年

度

か
ら
男
女

共
修

に
な
り

ま
し

た
。
国

連
で
採

択

さ
れ
た
女

子
差

別

撤
廃

条
約

を
批
准

す

る
に
あ

た

り
、

そ
れ

が
わ

が
国

の
課
題

で

あ

っ
た
し

、
ま

た
、
社

会
生
活

や
家

庭
生
活

が
大

き
く
変

化
し

た
か

ら

で
す

。
今

の
お
父

さ

ん
た
ち

に
は
、

息
子

が
家

庭
科
を

学
ぶ

な
ん
て

、

想
像

す

る
の
も
難

し

い
こ

と
か

も

し

れ
ま
せ

ん
ね

。

高

校

の
新

し

い
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に

は
、従

来

の
家
庭
科

に

近

い
「
家

庭

一
般
」
の
ほ

か
「
生
活

技
術
」
と

「
生
活

一
般
」
が
加
わ
り

、
各

学
校

で

は
ぼ
校

の
実

情
に
合

わ
せ

て
こ

の
三

つ

の
中
か

ら
選

び
ま
す

。
そ

し

て
ま

ず
、
女

性
も
男

性
も

生
活

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
何
も
違
い

が
な
く

、
ど

の
領
域

も
自
分

に
と

っ
て
必
要

な
も

の
、
と

い
う

理
解

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
ま

す
。

「
家
庭
一
般
」
の
内
容

を
見

る
と
、

家

族
と

家
庭

、
暮
ら

し
と

経
済
、

保
育

、
食

、
被
服

、
住

に
分

か

れ
て

お
り
、

こ

れ
を
二
年

間
で

学

ぶ
と

い
う

の
が

一
般
的

な
よ
う

で
す

。

で

は
、
男
子

生
徒

た
ち

は
ど

の

よ
う

に
学

び
、
共

に
学

ぶ
女
子

生

徒
た
ち

は

ど
弓

考
え

て

い
る

の
で

し

ょ
う

か

。
市
内

の
高
校

で
聞

い

て
み

ま
し

た
。

現

実

の
生
活

で

は
、
家

事
を

す

る

の
は
大

半

が
母

親
で

あ
り

、
女

烈女性センターゆうまつど

≪ 364 -8778番

性
で
す

。

そ
の
姿

を
当

た
り
前

と

受

け
止
め
て
き

た
男

子
生
徒
に
は
、

家
事

が
自
分

に
と

っ
て

大
切

な
も

の

だ
と
納

得
す

る
こ
と

が
、
最

初

の
ハ
ー
ド
ル
で
す
。
一
方
、
女
子

生
徒

の
多

く
は

、
自
分

の
考
え

や

希

望
を
実

現
し

た

い
と

望

ん
で
お

り

、
親
世

代

の
よ
う

に
女
性

だ
け

が
家
事
・
育
児
を
す
る
も
の
だ
と

は

思

っ
て

い
ま

せ

ん
。

こ

の
よ

う
に

初

め
は
意

識
の

ズ

レ

が
大

き

い
の
で
す

が
、

い
ざ
実

習

に
な

る
と
様

変

わ
り
！

男
女
混

合
班

で

は
性
別

に
関

係
な

く
、
技

術

を
も

っ
て

い
る
者

が
料

理
を
作

り

、

で
き
な

い
者

は
ひ
た

す
ら
皿

洗

い
を

す

る
と

い
う

よ
う

に

、
非

常

に
う
ま

ぐ

分
担
し

ま
す

。
男
子

が
入

る
こ
と

に
よ

り
、

い

い
意

味

で
の
緊

張
感

や
、

性
別

に
と
ら

わ

れ
な

い
生
徒

た
ち

の
支
え

合

い
が

生
ま

れ
て
く

る
よ

う
で

す
。

家

庭
科

の
男
女

共
修

が
始
ま

っ

て
ま
だ
日
を
浅
く
、
こ
の
成
果
は

も
弓
少

し

た
た

な

い
と

は

っ
き
り

し
な

い
か

も
し

れ
ま
せ

ん

。
し

か

し
、
少
し

ず

つ
で

は
あ

る
け
れ

ど
、

確
実

に
生

徒
の
意

識

は
変

わ
り

つ

つ
あ
る
と

、
担

任
の
先

生

は
話
し

て

い
ま
す

。

か
け

が
え

の
な

い
命

を
次

代

に

つ
な

ぎ
、
自
分

の
意

思
で
新

し

い

ラ
イ

フ

ス

タ
イ

ル
を

創
造
し

、

そ

し

て
女
子

も
男

子
私

経
済

的

・
生

活

的
に
自

立
し

て
よ

り
よ

く
生

き

る
た
め

に
、
家

庭
科

で
学

ん
だ
こ

と

を
力

に
し

て
ほ
し

い
と

思

い
ま

す
。

社団法人　千葉県自動車整備振興会　松戸支部
目印のステッカー

自
動
車
整
備
工
場
が



６月は

環境月間

快
適
な
環
境
の
実
現
に
向
け
て

身
近
な
環
境
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

今日の私たちをとりまく環境は、地球の温暖化やオゾ

ン層の破壊、酸性雨、熱帯林の減少など、次世代に影響

を及ぼすような地球規模の問題が起きています。

市では、生きものにやさしい地域環境をつくることが

地球環境の保全につながると考え、多くの人に環境への

関心を持ってもらいたいと思っています。

あなたも、簡単な方法で行える野鳥観察から環境活動を

始めてみましょう。

地
球
規
模
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

地
球
温
暖
化
問
題

地

球
温

暖
化
と

い
う

の

は
、
人

が

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
を
使
う
と
、

大
気

中

の
二

酸
化

炭
素

な

ど
の
濃

度

が
高

ま
り

、
そ

の
影

響
で
地

球
全

体

の
気

温

が
上
昇

す
る
こ

と
を

い
い
ま

す
。
そ

の
た

め
、

極
地

の
氷

が
解
け

て
海
面

が
上
昇
し

た

り
、
地

球
全

体

の
生

態
系

が
影

響
を
受

け

た
ひ

す

る

こ
と

が
予

測

さ
れ
ま

す
。

大
気
中

の
二
酸
化

炭
素

の
濃
度

は
、

1
8世

紀
末

の
産

業
革
命

前

に
は

誣
ｐ

ｐ

ｍ
程
度

で
し

た

が
、
平

成
７
年

の

岩
手

県
で

の
観

察
で

は
年
平

均
約
3
6
3

p
p
m
で

し
た

。

こ

の
ま

ま
何

も
対

策
を
取

ら

な

い21 世紀の森と広場で開催されているバードウォッチング

と
地
球
全
体
の
平
均
気
温
は
、
2
1

0
0
年
に
は
現
在
に
比
べ
て
二
度
上

昇
し
、
海
面
は
約
五
〇
ｾ
ﾝ
ﾁ
上
昇
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
は
、
成
層
圏

の
下
に
あ
る
オ
ゾ
ン
層
が
、
フ
ロ
ン

ガ
ス
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

破
壊
が
進
む
と
オ
ゾ
ン
層
に
吸
収

さ
れ
て
い
た
有
害
な
紫
外
線
の
地
上

到
達
率
が
高
ま
り
、
人
を
含
む
生
態

系
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
と

い
わ

れ
て
い
ま
す
。

南
極
で
は
、
1
9
7
0

年
代
末
か

ら
毎
年
春

に
オ
ゾ
ン
が
著
し
く
少
な

く
な
る
「
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
」
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
酸
性
雨
、
熱
帯
林
の

減
少
な
ど
、
今
、
人
類
や
地
球
全
体

の
将
来
を
左
右
す
る
よ
う
な
環
境
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
対

食物連鎖とはどんなことですか？

動物 、植物の別な＜、すべての生物の問には、自然界の

原則があります。お互いに食べる食べられるという関係の

中で、すべての生き物が生活しています。このつながりを

「食物連鎖」といいます。このつながりのバランスが崩れ

たとき、自然界は壊れてしまいます。

(図１ 食物連鎖)

応
が
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

｢ 生きも ので見る地域叩 竟｣ 講演会のお知らせ

生きものと地域環境の関連について、スライドなど

でわかりやすく、具体的な例を交えて説明する講演会

が松戸市地区環境美化組織連合会主催により開催され

ます。

日時６月21日(土)午前９時ａ}分～11時30分

会場市民劇場

内容①講演・講師＝高等学校教諭・浅間茂氏

②報告会｢松戸市環境基本計画｣の策定について

①環境ウルトラクイズ

費用無料

野
鳥
は
、
地
域
環
境
を
は
か
る
も
の
さ
し
！

１
。
健
全
な
生
態
系
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
し
て
の
野
鳥

野
鳥

は
、

周
辺

の
植
物

や
そ

れ
に

集

ま

る
昆
虫

類
、
水

辺
環

境
と

い
っ

た

「
自

然
」

に
支
え

ら

れ
て
生

き
て

い
ま
す

。

当
然

、
自

然

の
豊

か
さ
に
応

じ
て

、

す
ん

で

い
る
野
鳥

の
種
類

は
変
化
し

ま
す

。
野
鳥

を
支
え

る
自

然
環

境
が

豊
か

で
あ

れ
ば
あ

る
ほ

ど
、

い
ろ

い

ろ
な
種

類

の
野
鳥

が
観

察
で
き

る
の

で
す

。
つ
ま

り
、

緑

が
豊
か

で
、
そ
こ

に

た
く

さ
ん

の
昆

虫

が
集
ま

れ

ば
、
昆

虫

を
餌

に
し

た
り

、
木

の
実
を

つ

い

ば
む

い
ろ

い
ろ
な

鳥

が
訪

れ

、
さ
ら

に
、

き
れ

い
な
水

辺

が
あ
れ

ば
水
辺

の

鳥

も

集

ま

る

と

い
う

こ

と

で

す

（
図

１
　

食
物

連
鎖
）
。

し

か
し
、

せ

っ
か
く
緑

が
豊

富

で

も
、
虫
な

ど
を

駆
除
し

て
し

ま
う

と
、

生
態
系

の
構

成

が
崩

れ
て
野
鳥

の
種

類
は

減
り
ま

す

。

こ

の
よ
う

に
、

野
鳥

は
、
生

態
系

の
健

全
さ
を

は
か

る

バ
ロ
メ

ー

タ
ー

と

い
え

ま
す

。

２
。
空
気
の
き
れ
い
さ
や
静
か
さ
の

バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
し

て
の
野

鳥

た
く

さ

ん
の
種

類

の
野
鳥

が
観

察

で
き

る
と

い
う

の
は
、
周

辺

に
豊

か

な
緑

が
あ

る
と

い
う
こ

と
で

す
。

木

々
な

ど
の
緑

は
、
大

気
中

の
二

酸
化
炭

素

を
吸
収

し
、

酸
素

を
出
し

て
く

れ
る

ほ
か
、

大
気
汚

染

物
質

も

吸
収
し

て
く

れ
ま

す

（
表

Ｉ
　

樹
木

の
大
気

浄
化

能
力

）
。

た

く
さ

ん
の
野

鳥

が
見

ら

れ
る
と

い
う

の
は

、
そ

の
地
域

の
空
気

が
き

れ

い
な
あ

か
し
と

い
え

ま
す

。
さ

ら

に
、
周

辺

が
騒

々
し

い
と
野

鳥
も
落

ち
着

け
な

い
の

で
、
静

か
さ

も
保

た

れ
て

い
る
地

域
と

い
え

ま
す

。

情報を募集しています

生物と環境の関連について、専門的な知識をお持ち

の方の情報や、自分の体験から「生物

と環境についてこんなことが言えるの

ではないか」のご意見など、皆さんか

らの情報をお待ちしています。

圃環境保全部環境管理課

表
ｔ
　

樹

木
の
大

気

浄
化
能
力

樹

木
や
草
な
ど

の
植

物
は

、

光
合
成
を
し
な
が
ら
、
二
酸
化

窒
素
や

二
酸

化
硫
黄
な
ど
の
大

気
汚

染
物

質
を

吸
収
し

、
水

分

か
征（
に
出

し
て
い

ま
す

（
蒸

散

と

い
い

ま
す
）
。

大

気
汚
染

物
質
を
吸
収

す
る

速
さ
は
、
蒸
散
の
速
さ
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
た
め
、
蒸
散
す

る
水
の
量
を
測
る
こ
と
に
よ
り
、

樹

木
の
大

気

浄
化

能
力

度
が

分

か
り
ま

す
。

樹木名 蒸散速度平均値(μ?/cm2/h)

サクラ類 10.1

カエデ類 6.9

イチョウ 5.9

ケヤ半 5.8

アジサイ 5.6

クスノキ 4.ﾜ

ツバ牛 3.3

※
右
表
は
、
一
時
間
で
一
平
方

惣
当
た
り
に
蒸
散
さ
れ
る
水

の
量
（
百
万
分
の
一
Ｕ

）
を

表
わ
し
ま
す
。
数
値
が
大
き

い
ほ
ど
環
境
に
や
さ
し

い
樹

木
と
い
え
ま
す
。

建

築

物

の

実

態

調

査

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

こ

の
調

査

は
、
最
近

の
建

築
物

と

住

宅

の
建
築
状

況
な

ど
を
調

査
し

、

国

や
県

の
住
宅
行

政
等

の
基

礎
資

料

を
得

る
た
め
、

毎
年

実
施
し

て

い
る

も
の
で

す

。

６
月
1
0
日

㈹
～
3
0日

興
の
間

に
一

定

の
区

域
に
調

査
員

が
お
伺

い
し

ま

す
の
で

、
調

査

に
ご
協

力
ぐ

だ
さ

い
。

岡
建

築

指
導
課

庶
務

係

自

宅

の

健

康
診

断

を
し

て

み

ま

せ
ん

か

６
月
４
日
水
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
市
役
所
本
館
三
階
会
議
室

内
容
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強

方
法
の
相
談
　
持
ち
物
目
宅
の
平
面

図
等
（
間
取
り
図
）
　
蓄
用

無
料

※
当
日
相
談
の
あ
る
人
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
常
盤
平
・
小

金
原

こ
（

実

地
区
を
ヱ

疋
し
て

い
ま
す
。

舞
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

図

書
館

が

お
休

み

し

ま

す

６
月
１
日
㈲
～
1
4日
士
の
間
、
図

書
館
本
館
・
分
館
・
移
動
図
書
館
み

ど
り
号
は
資
料
の
点
検
・
整
備
の
た

め
お
休
み
し
ま
す
。

鵞
市
立
図
書
館
登
3
6
5
・
5
1
1
5

番

に

せ
の

税

務

調
査

に

ご

注

意

を

最
近
、
税
務
調
査
を
装
い
「
こ
の

預
金
は
、
近
々
課
税
さ
れ
る
の
で
早

急
に
解
約
し
た
方
が
よ
い
」
「

有
利

な
投
資
が
あ
る
」
な
ど
と
勧
誘
し
て

回
る
者
が
い
ま
す
が
、
税
務
署
と
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
場
合
は
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
る
か
、
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
松
戸
税
務
署
昔
3
6
3
・
1
1
7
1

番

納

期
内

納

付

に

ご
協

力

を

６
月
２
日
丱
は
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
第
一
期
）
お
よ
び
軽
自

動
車
税
（
全
期
）
の
納
期
限
で
す
。

頁
収
納
課

児

童

手
当

６

月

期

分

を

支
給

し

ま

す児
童
手
当
６
月
期
分
（
２
～
５
月

分
）
を
指
足
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
６
月
1
0日
天
以
降
に
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

対
驟
①
８
年
度
現
況
届
を
期
間
内

に
提
出
し
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
８
年

６
月
以
降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

児

童

手

当
の

要

件

に

該

当
の

人

は

申

請
し

て

く

だ
さ

い

要
件

①
三
歳
未

満

の
児
童

を
養

育

し

て

い
る
こ

と
②
保

護
者

の
前

年

の

所

得

が
制
限

額

未
満
で

あ
る
こ

と

支

給
額
月

額
第

一
子

・
第

二
子

五
千

円

、
第

三
子
以

降

一
万

円

（
申

請
し

た
翌
月

分

か
ら
支

給
さ

れ
ま
す

）

受

付
窓
口

援
護
課
・
市

民
課
・
各

支
所

岡
援

護

課
援

護
係

児

童
手

当
現
況

届

（
更

新
手

続
）

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
毎

年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
現

在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
６
月
２
日
丱
～
3
0日
丱

受
付
窓
口
援
護
課
・
各
支
所

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

舞
援
護
課
援
護
係

市

立

病
院

形

成

外
科

外

来

休

診

の

お
知

ら
せ

休
診
日
５
月
2
9日
内

耳
市

立
病
院
形
成
外
科
外
来

昔
3
6
3
・

？
7
1
7
1内
線
１
１
４
にＪ
番

東

松
戸

病
院

精

神
科

外

来

休

診

の

お

知

ら
せ

休
診
日
５
月
2
9日
木

屑
市

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

公
3
9
1
・
5
5
0
0

番

環境管理課企画調整係



３
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い

る
地
域
の

環
境
は
？

あ
な
た
も
、
実
際
に
野
鳥
を
観
察

グ
」
や
　
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
が
開
催
す
る
「
鳥
の
観
察
会
」

な
ど
で
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
て
、
地
域
の
環
境
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。

次
の
図
２
に
、
い
く
っ
か
の

種
類
の
野
鳥
が
挙
げ
て
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
点
数
が
つ
い
て
い

ま
す
。
高
い
点
数
の
鳥
ほ
ど
、

周
辺
の
自
然
環
境
や
静
か
さ
が

保
た
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
鳥

で
す
。
地
域
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
点

数
を
合
計
し
て
、
表
２
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
基
本
的
な
観
察
の
方
法
は
、

2
1世
紀
の
森
と
広
場
で
開
か

れ
る
「
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

皆さんの地域の市政協力委員をご紹介します
４月23日、市民会館で市政協力委員の委嘱式が行われました。委員の皆さんには、市からの

お知らせや地域の要望の取り次ぎなど、市と地域のパイプ役として活躍していただきます。

５月15日現在、次の皆さんが町会や自治会などから推薦されています。[慨地域振興課振興係

（表 ２ ）

36 点～50 点

人が健康な生活をするのにふさわしい環

境です。庭に20 種類ほどの野鳥が来ます。

このまま大切にしたい自然です。

26点～35 点

自然破壊のきざしがみえますが、まだ回

復力があります。もつと本を植えたり、皆

で協力してよりよい環境に。

11点～25 点

所々に緑が残っている、大都市に近い住

宅地辺りです。もっと緑を増やせば、次の

ランクになります。

6点～10 点

かなりにぎやかな市街地。緑は人工的な

庭や造成によるものが多い。緑の豊かな公

園などがほしいですね。

(図２ あなたの街の環境度)

※（図レ 図２・表２：出典＝謝日本鳥類保護連盟より）

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
始
め
ま
し
ょ
う

地

球

の
環
境

問
題

を
考
え

た
り

、

野
鳥

観
察

に
よ

っ
て
地

域
環

境

の
評

価

を
し

て
み

る
と
、
本

来

、
生
態

系

の
一
員

で
あ

る
べ
き

「
人
」

と

い
う

生

き
も

の
が
、

今
ま

で
、

あ
ま
口
自

然

や
生
態

系
に

配
慮
し

た

生
活

を
送

っ
て
こ

な
か

っ
た
と

い
う
反

省

を
感

じ

る
人

が
た
く

さ

ん

い
る
と
思

い
ま

す

。さ

っ
そ
く

、
生
活

様
式

を
環

境
に

や
さ
し

い
形
に

変
更

す

る
第
一

歩
を

始

め
て

は

い
か
が

で
す
か

。
方

法
は

い
ろ

い
ろ
あ
り

ま

す
。

例
え

ば
、

①
庭

に
実

の
な
る
木
を

一
本

植

兄
て
、

消
毒
は
最
小
隕
に
と
ど
め
る

②
車

の
使
用
を
三
分
の
二
に
す
る

③
電
気
の
使
用
量
を

Ｉ
〇
％
削
減
す

る④
冢
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
を
四
分
の

三
に
す
る

な
ど
、
自
分
で
目
標
を
立
て
て
実

施
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
で
、
環
境
は
よ
く
な
り
ま
す
。

平潟…高橋友次、納屋川岸…石井賢二、本町…石井保・稲葉八朗、一丁目向山下…原田光治、二丁目…堀口和男・

鈴木正家、三丁目…(西１)宇田川清( 西２)松戸武( 西３)安田保－( 東１)原島政弘(東 ２)松戸高治(東３) 関兼

雄( 東４) 福原和枝、松戸山下…鈴木利之・中田正明、陣ヶ前…矢崎己則・佐藤留治・染谷辰雄、松戸第三住宅

…牧野晃子、宮前町…(1)岡田激(2)満瀬芳男(3)宮内明、角町…栗山喜夫・大塚晃平・飯塚豊子・東野孝清、下横町

…大貫忠宏、小山…徳丸力川加藤栄一(2)中野叔江(3)横尾政治(4)富山哲太郎(5)杉本義一(6)石倉登紀子(ﾜ)坂井邦

彦(8)内藤朗子(9)小石康子(10)塩野明(11)太田憲子(12)高橋秀文(13)樋田実

松戸新田…(1)三好一男( 東) 稲本光義(4)高橋巖(5)野尻幸男(6)鈴木三郎( 寒風台) 藤谷勝蔵、仲井町…田中悦二、稔

台…大井藤一郎(1)古島久芳(3)棄原益男(4)立入政(5)草弧貞旭(6)小林友三郎(ﾜ)大木克夫(8)坂本儀三郎(9)田中美智

子(10)上吉司郎( 兩) 福田八重子、胡録台…(1)清水保久(2)森上多蔵(3)影山勲(4)末竹一雄(5)判田襄( 高見) 小室元

(大畑) 松尾三喜、相模台…木下正雄、岩瀬…村椙兵武・原初子、旭ヶ丘…倉田恒二、小根本…森谷二三雄、緑ヶ

丘…剛 秋本勝造(2)栗山房美雄、根本…(1)鈴木勇治(2)中村昇(6)石井浅五郎(あづまワ)繁田輝和(8)坂倉喜三郎、

野菊野団地…西村智子、八柱自治会…関昌雄、みなづき町会…鬼本博之

上本郷…(1)津田裕(2)小林重雄(3)津田功、松郷町会…勅使河原勉、北松戸…染谷孝一、南花島…芹津幸雄・市東

功・牧野幸一・鷲見銀治、竹ケ花…(1)藤枝喜四治(2)鈴木信吉(3)松川正、樋野口…野本克美、古ヶ崎…( 新田) 鈴

木重光( 東) 飯沼冽(本田１)森谷久( 本田２)小島一己( 本田３)秋山繁樹、栄町…(1)蝮坂昭平(2)菊本耕司(4)秋山

淳子(5)倉持貞雄(6)倉持清(ﾜ)小松田忠光(8)吉岡昭(西) 戸張学( 坂川) 倉持操

上矢切…(1)浮ヶ谷喜好(2)清水耳太郎(3)宅見猛、中矢切…(1)粛藤茂、下矢切…(1)安川淳一(2)高安勇(3)鈴木元利

(栄町) 木曽林博文( 睦会) 宮下友利( 日松会) 酒井重秋(若葉町) 渡辺和雄、栗山…(1)岩佐儀一(2)渡辺孝、三矢小台

三丁目…根本守、大橋…(南) 松尾茂(東) 今村祐夫( 郊外) 大葉茂、柿ノ木台…菊池弘・竹内等、二十世紀が丘…

内田勝治、小山台…基壯二郎

紙敷…( 新田) 石橋吉夫(中内薄浦) 湯浅年政( 向新橋) 湯浅正己、和名ヶ谷…河上徹　大橋…高橋勝太郎、秋山…

石井隆、秋山団地…長田和治、高塚新田…山室一雄、高塚団地…犬木貞夫・金子勝己、河原塚…(2)宮口富信( 南)

高橋清( 南山) 和田元彦、梨香台団地…伊東典男・萬年賓

馬橋…( 中宿) 嶋根登( 下宿) 島野育夫(前田) 穐谷正義( 坂)玉井昇( 北) 佐野男三( 西) 西川俊泰、中根…小川光次、

新作…(1)石井勇(2)田辺実輝男(3)米盛房枝、三ヶ月…馬場烝治、幸谷…酒井正一、中和倉…(1)恩田忠治(2)露峰光

雄(3)渡辺さかえ、八ヶ崎…(1)坂寄克己(2)斎藤義雄(3)梅山宗一(4)岩月慶助(新町) 岡村勝人、龍房台…輿石幸三郎

常盤平…(1)中屋佑幸(2)岡野昭二(4)武田敏男(5)佐草貞男(6)佐藤清(ﾜ)井田政義( 双葉町) 長嶋巳次男( 陣屋前)三好

健夫(西窪町) 安蒜松市(柳町) 高 橋正雄、金ヶ作…小嶋眞、佐野…長谷川守、門前…飯沼誠、日暮…染谷幸雄、

日暮七丁目…稲葉要一、千駄堀…吉野寅二郎(来葉) 属 岡照郎(新山) 櫻井幸雄( 八景台) 草間昭、牧の原団地…( 二

街区住宅) 増子定男( 一街区住宅１)菊池守( ―街区住宅２)町田勝利( 一街区住宅３)金井文彦、かぶと山…古沢芳

男、牧の原…(1)杉本孝通(2)坂本伴治

五香…(西町) 菊池和美( 駅前)弓削竹次郎(本町)米山永喜(元町) 山崎照雄( 東町) 伊佐地善広(南町)松田－( 北丘)

牧野弁三( 新町) 増田直吉、牧の原東…梅澤進、六実‥･富澤凡一・正田勝太・井上一 一沼田登喜男・加藤正人・粕

谷洋行・三枝明夫・中廰昭治、串崎新田…(1)皆川栄一(2)田中実、串綺南…森谷高雄、松飛台…吉安貞治・瀬谷徹

・對比地静一 司呆坂栄太郎・安西和子( 北)中崩嘉( 防衛庁) 伊藤雅美、泉ヶ丘…坂本鶴二、高柳…島村朋典、やな

ぎ…早乙女幸三、六高台…中崩勝一(三丁目) 米山八千代、団地自治会…金築武男

常盤平団地…(1)新国安男・豊田克子・森本進・山崎道子(2)高橋安雄・中沢卓実・市毛浅子(3)藤島洋・川手絢子

圧) 普光江智三 一新田勝義・鈴木あや子・北澤久子(駅前市街) 山根由美( 市街区) 前田昭次

小金…(上町)花野井弘(本町)石渡武( 八坂町)田嶋利雄(宮元町) 竹内能－( 中町) 築田隆(下町)鈴木義雄(上総町)

佐久間紘一( 清志町) 山田幸雄、ニツ木…(1)林克忠(2)吉野寿作、大谷口…大熊義治(北) 岡村哲子( 南) 渡辺恒雄、

大金平…(1)杉山澄子(2)高間貞之(3)五十嵐潔(4)山田重易(5)蓮田作、中金杉…大熊猛、幸田…大野昭成(富多葉) 白

田茂、平賀…谷口貞實、殿平賀…岡沢義明、(南)藍川竹男、東平賀…西澤駿二( 北)岡野忠雄二城町)宇野寅雄、き

よしケ丘…鹿間次郎(教職員住宅)佐藤正吾、久保平賀…中山一三、根木内城山…山本誠、北小金ハイツ…中条弘吉

根木内…松丸武雄、栗ケ沢…山口元良、小松園自治会…高橋宏、ハケ崎福寿台…伊藤昭三、小金原…渋谷新太郎

(1)中村建－(2)高山秀夫(3)竹内正男(4)宇佐見良一(5)宇佐見靖治(6)山本銀市( ワ東) 石垣善造( ７西)恩田伸(8)大沢

武雄(9)荒川六郎、小金原団地…飯島之子・佐々木フミ・細川義勝・渡邊良昭・入江咲枝・佐野孝喜・石原潔

(６－７地区) 木村正男(6-9 地区) 渡辺勲( ワー１地区) 村尾泰－、小金原事業団…菅野利光

馬橋…(みどり) 佐南谷冏祐(中央) 大川勇( 寿１)鹿田清之(寿２)古姓昭郷( 寿３)八十岡忠次郎(ｲ主吉) 佐藤忠一

郎、七右工門新田…田中秀雄、旭町…横山定敏、主水新田…中村秀雄、小金下谷…恩田保、三村新町…飯塚博、

虹の街…佐々木一隆、南新松戸…飯田末男、横須賀…∩ 萩原勢治(2)佐藤美行、新松戸北…(1)上田勝(2)高橋好男、

新松戸フアミールハイツ…渥美省－、新松戸…(1)重富和夫(3)宮井嘉則(4)小菅惇(5)鈴木俊(6)高橋義男(ﾜ)斎藤剛、

サンライトパストラル…( 壱番街)岩本光雄( 弍番街) 草皆はつ代( 参番街)佐藤敏介( コミュニティ五番街)中崎俊

行(六番街) 釜田春男(七番街) 田辺進( 八番街)下河勝義、新松戸パークハウス…( 東) 福本博通( 中央) 森本高司

(西) 七森仁、新松戸ハイツ…矢武修治、アゼリヤパークハウス…富土田日出彌、パークハウス新松戸…賀来宏和、

新松戸東…渡辺仁

(敬称輅)

商

業

統
計

調

査

に
ご

協

力

を

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
を
営
む
商

店
を
対
象
に
、
平
成
９
年
６
月
１
日

現
在
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

髓
総
務
部
総
務
課
統
計
係

ア

メ

リ

カ
シ

ロ

ヒ

ト
リ

の

簡

易

防

除

器

の
貸

し

出

し
と

薬
剤

の

無

償

交

付

期
間
６
月
２
日
丱
～
９
月
1
2日
糜

圃
印
鑑
を
持
っ
て
、
農
政
課
ま
た
は

各
支
所
へ

羇
農
政
課
指
導
係
昔
3
6
6
・
7
3
2
8

番求
む

！

あ

な
た

の

ク
チ

コ

ミ

情

報

・
あ

な

た
の

情

報

が

一
冊

の

本
に

な

り

ま
す

テ
ー
マ
私
の
と

っ
て
お
き
の
松
戸

（

お
い
し
い
食
べ
物
屋
・
す
て
き
な

お
店
・
有
名
人

・
サ
ー
ク
ル
・
公
園

な
ど
）

圃
６
月
1
5日
㈲
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
賄
松
戸
青
年
会
議
所

事
務
局

登
3
6
5
・
0
2
3
4

番
、
俶
3
6
7

・
8
3
3
3

番
へ

※
出
版
に
当
た
り
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

平
成
９
年
度
松
戸
保
健
所
業
務

案
内業　　　務 曜　日 受付時間

一般健康診断
第１・３･４

月
午前9時～10 時

腸内細菌検査（検

便) 0-15ﾜ を除＜
水 午前9時30 分～11 時

飼元なくなった犬

の引き取り
木
午前9 時10分～9時30

分

日ＩＶ抗体検査

(エイズ検査)

第1･3

月

予約制（年齢と希望日

を連絡してください）

舞
松

戸
保

健
所

登
3
6
1
・
２

１
２

１
番

ま

ち

づ
く

り

交

流

室

・

ま
ち

づ

く

り
ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー
を
開

設

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
普
及

を
図
る
た
め
、
各
種
市
民
団
体
や
個

人
が
交
流
す
る
場
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
父
流
室
を
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
情
報
支
援
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
㈱
松
戸
市
都
市
整

備
公
社
内
に
開
設
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
し
て

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
ま
ち

づ

く
り
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
　
開
設
日
月
２
日
丱

岡
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
昔
3
6
6
・

6
1
1
3
番

※
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

松

戸

ま

ち

づ

く

り

連

絡

協

議

会

の

会

員

を

募

集

松
戸

ま
ち

づ
く

り
連

絡
協
議

会
は

市

民

・
企
業

・
行

政

が
協

働

・
共
責

の
理

念
に
基

づ
き

結
集
し

、
元

気
な

松

戸

を
共

に
考
え

、
共

に
実

践
す

る

場

と
し

て

、
平

成

７
年
３

月

に
発
足

し

ま
し

た

。

現
在

、

十
七
団

体
と
数

十
人

の
個

人

が
加

入
し

、
情

報
交
換

や
意

見
交

換

・
ま
ち

ウ
オ

ッ
チ
ン

グ
・
松

戸

の

都
市
景
観
を
考
え
る
実
行
委
員
会
の

編
成

・
江
戸

川

フ
ラ

ワ
ー
ラ
イ

ン
事

業
へ

の
協

力

・
会

報
誌

の
発
行

な

ど

の
活
動

を
し

て

い
ま
す

。
今

年
度

は

、

対
話

す

る
場

か
ら

ま
ち

づ
く

り
計
画

に
参
画

す

る
場

に
展
開

し
よ

う
と
始

動
し

て

い
ま
す

。

わ
が
ま

ち
松
戸

を

Ｉ
緒
に

つ
く
り

守

っ
て

い
く
会
員

を
募

集
し

ま
す

。

群
松

戸
ま

ち

づ
く

り
連

絡
協

議
会
事

務
局
（
松

戸

ま
ち

づ
く
旦

父
流
室

内
）

昔
3
6
6
・
6
1
1
3

番

市
立
病
院
に
精
神
科
外
来
が
開
設

し
ま
し
た

診

耆

μ

母
週

月

曜

～

金

曜

日

受

付

時

間

新

患

＝
午

前

８

時
3
0
分

～

い
1
1
1
1

一

時※
再
来
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

羇
市
立
病
院
精
神
科
外
来

登
3
6
3
・
2

1
7
1
内
2
1
2
0

番

本
庁
地
区

明
第
一
地
区

明
第
二
地
区

矢
切
地
区

東
部
地
区

馬
橋
地
区

常
盤
平
地
区

五
香
六
実
地
区

団
地
地
区

常

盤

平

小
金
地
区

小
金
原
地
区

新
松
戸
地
区



情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物

福

祉

職

場

就

職

ガ

イ

ダ

ン

ス

６

月
７

日
田

午
後
１

時
～

４
時

会

場

千

葉
市
文

化
セ

ン

タ
ー
（
千

葉

市

甲
央
区

中

犬
二

の
五

の
一
千

葉

中

央

ツ
イ

ン
ビ

ル
二
号

館
）
　

対

象

福

祉

施
設

に
就
職

を
希

望
し

て

い
る
人

定

員

当
日

先
着

五
百

人

費
用

無

料

圃

千
葉
県

保
仗
人

材
セ
ン
タ
ー

昔
㈲
・

謌

・
１

り乙
Ｑ
り４
番

４

Ｈ

ク
ラ

ブ

野
菜

販

売

６
月
７
日
出
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
４
時

会
場
Ｊ
Ａ
古
ケ
崎
支
店
前

内
容
市

内
で
取
れ
た
野
菜
の
即
売

圜
松
戸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

こ
戸
張

昔
沺
・

2
0
8
3
番

い

け

ば

な

展
「

光

と

風

の

妖

精

」

６

月
８

日

㈲

・
９
日

丱

、
午
前
1
1

時
～

午

後
５

時

会

場

ア

ー
ト

ス

ポ

ッ
ト
ま

っ
ど
（
伊

勢
丹
松

戸
店

九

階
）

内

容

わ

か

ば
園
（
福

祉
施
設

）
の
園

生

が
作

っ
た

花
器
に

、
身

近
な

草
木

を

生
け

る
　

費
用

無

料

圃

池
坊

・
酒

井

容

莇
・
1
0
4
9

番

松

戸

東

・

西

・

北

・

中

央

子

ど

も

劇

場

合

同

特

別

公

演

６
月
４

日

水
午

後
４

時

丿
分

と
７

時
3
0
分

か
ら

、
６
月

５
日

米
午

後
６

時

か
ら

、
６

月
６
日

窗
午

後
５

時
と

８

時
か

ら
　

会

場

森

の
ホ

ー
ル
2
1

内

容

デ
ン

マ
ー

ク
・
ボ
ー
ト

シ
ア

タ

ー
公

演

「

フ
ル

ー
エ
ン
（
は
え

）」

費

用

千

五
百
円

圃

松

戸
北
子
ど
も

嚼
場
・
藤
田

昔
匐
・

4
4
4
6

番

移
動
児
童
館
「
親
子
で
遊
ぼ
う
会
」
追
加
募
集

時

間
Ａ

＝
午

前
1
0一
時
～
1
1
時

、
Ｂ

＝
午
後
２

時
～

３
時

対

象

①
二

歳

児

（
６
年

４
月

２
日

～
７
年

４
月

１

日

生
ま

れ
）
②

三
歳
児

（
５
年
４

月

２
日

～

６
年
４

月
１
日

生

ま

れ
）

定

員

茖
若

千
名

内

容

児
童
厚

生

員

の
も
と

で
保
護

者

に
よ

る
企

画

や
集

団

遊
び
、
体

育
遊
び
、
製

作
な

ど

ス
ポ
ー
ツ

圃
５
月
3
1日
出
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
希
望
会
場
名
・

住
所

・
電
話
番
号
・
保
護
者
氏
名

。

こ
ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日

・
返
信

用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸

市
常
盤
平
西
窪
町

匸
一
常
盤
平
児
童

福
祉
館
（
登
3
8
7
・
3
3
2
0

番
、
月

曜
休
館
）
へ

移動児童館日程表

区分 曜日 会　場 時間 裂

丱
ミ

月

火
二十世紀が丘

市民センター
Ｂ ②

水

野菊野

こどもホール
Ａ ①

小金北

市民センター

Ｂ ②

金
古ケ崎

市民センター

肖
万
万

火 小金原体育館

水

青少年会館

木

Ａ ①

運動公園 Ｂ

②

金

常盤平

児童福祉館
Ａ

東部スポーツ

パーク
Ｂ

松

戸

さ
つ

き

会

花
季

展
示

会

５
月
2
7日
㈹
～
６
月
１
日
面

、
午

前
９
時
～
午
後
５
時

会
場

運
動
公

園
体
育
館
　
内
容
さ
っ
き
盆
栽
の
展

示
と
花
後
の
手
入
れ
講
習
会

費
用

無
料
圃
松
戸
さ
っ
き
会

こ
戸
田

容
屁
・
6

5
8
7
番

労

災

職

業
病

な

ん

で

も

相

談
会

５
月
3
1日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船
橋
中

臾
公
民
館

内
容
弁
護

士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
医
療
ヶ
Ｉ

ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
る
相
談
会

費
用

無
料

圉
当
日
会
場
で

容

4
5
6
7
番

ゲ

ン

ジ

ボ

タ

ル

鑑

賞

会

６

月
６

日

蚩

・
７
日

出

、
午

後
７

時
1
5
分
～

８
時

丿
分

会

場
9
1蓚

紀

の

森
と

広
場

（
中
ｍ（
口

か

ら

の
み
入

園
で

き
ま

す
）
　

費

用

無

料

※
東

駐
車

場

の
み
利

用
可
（
有

料
）

醫
松

戸
東

ラ
イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ
・
水

野

容
3
8
4
・
8
2
8
0

番

（
月

・
火

・

木

・
金

曜
日

の
午

前
Ｈ

時
～

午

後
４

時
）

な

ん

で

も

相

談

日

５
月
2
5
日

㈲

午
前
1
0一
時
3
0
分
～
午

後
３
時

会

場

伊

勢
丹
松

戸
店

十
一

階

イ
レ

ブ

ン
ス

ポ
ッ
ト

相

談

内

容

法

律
・
相
続
・
税
金

・
丕

助
産
売
買
・

登
記

・
教

育

・
建
築

設
計

こ
ア
ザ
イ

ン
（
イ

ン

テ
リ
ア

、

カ
タ
ロ

グ
）
・
社

会

保
険

・
労

働
保

険
な

ど
　

相

談

担

当

者

弁
護

士
・
税
理
士
・
司

法

書
士
・

宅

地

建
物
取

引

主
任

者

・
一

級
建
築

士

・
土
地

家
屋

調
査

士

・
社
会

保
険

労

務
士

・
塾

教
師

ほ
か
　

費
用

無

料

圜
松

戸
商
工

会

議
所

容
涙

・
3
1
1

1
番

テ

ニ

ス

ダ

ブ

ル

ス

選

手

権

大

会

①

７
月
６

日

㈲

・
1
3日

㈲
②
８

月

1
0一日

㈲

・
2
4日

㈲
、
各

午
前

９
時

か

ら

会

場

栗
ヶ

沢
公

園
庭
球

場

対

象

市

内
在

住

こ
仕
勤

者

種
目

①

一

般

男

子

②

一

般

女

子

・
壮

年

男

女

費

用

一
組
千

五
百

円

圉
６

月
1
3
日
蚩

ま
で

に
、
所
定

の
申

込
用

紙

で
〒
2
7
0
松

戸

北
郵

便
局
私

書

箱

匸

一
号

松
戸
市

テ

ニ
ス
協

会

・
平

木

（

昔
３

・
4
1
1
2

番

）

へ

※
申

込
用

紙

・
大
会
要

綱

は
返
信

用

封

筒
（
９
円

切
手

を

張

る
）
を

同

封

し

て
請

求
し
て

く
だ

さ

い
。

松戸駅市民ギャラリー展示案内

期間 5/29W まで 30 銜～6/12W 6/13R ～26 ㈲

東

玉木和夫駅舎24

駅淡彩スケッチ展
固玉木

O385-1503 番

松戸川柳会

作品展
圈米島

e344 ― 5916番

すみえの会午後
の部作品展

圓小川

S366 ―0引3 番

西

あとりえデシモーネ

第6回ステンドグラ

ス作品展

厖及川

O365-4409 番

墨松会馬橋教室
午後の部作品展

圄佐藤

o362 ―6309 番

菜の花の会

シャドーボックス

作品展
圜内村

S343-36ﾜ2 番

崑
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

音

3
6
6
・
ワ
４
６
２
番

稔台文化祭

＼ 日　時 内　容 費用 入蕩

万

来

5/31  Ct)・6/ 1日

午前9 時～午後5時
書道・盆栽

無

料

稔
台
市
民
セン
タ

｜

6/ 5休卜8( 日)

午前9時～午後5時

油絵・水彩画

版画･水墨画･

かな書道

6/ 7圉・8(日)

午前9E侍～午後5時
生け花

催払

6/ 1(日)

午前9時～午後6時
囲碁大会

1,000円

(昼食付き)

6/ 1(日)・8(日)

午前10時～午後3時

抹茶・煎茶お

手前

無

料

6/15(1日)

正午～午後5時

日本舞踊

発表会

6/  8(1日)

午後6時～9時

社交ダンス

のタペ

6/22日

午前10時～午後5時
芸能発表会

蠢松戸市稔台文化団体連絡協議会･豊田Q364-5ﾜ02 番

松
戸
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
６
月
2
2日
㈲
・
2
9日
㈲
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
７
時

会
場

運
動
公

園
体
育
館
ほ
か

対
象
市

回
仕
住
・

在
勤
で
審
判
が
二
人
で
き
る
チ
ー
ム

（
高
校
生
の
参
加
は
不
可
）

定
員
先

着
男
子
三
十
ニ
チ
ー
ム
、
女
子
十
六

チ

ー
ム
　
費
用

一
チ
ー
ム
三
千
円

※
６
月
1
1日
伽
午
後
７
時
か
ら
、
栗

ケ
沢
中
学
校
で
代
表
者
会
議
を
行

い
ま
す
（
代
理
の
出
席
も
可
）
。

圉
６
月
２
日
丱
〔
必
着
〕
で
、
（

ガ

キ
に
チ

ー
ム
名
・
男
女
の
別
・
代
表

者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
謳
松
戸
市
五
香
六
実
六
四

二
の
五
三
浜
田
一
彦

（
昔
釦
・
5
1

7
8
番
、
栗
ケ
沢
中
学
校
内
）
へ

七

人

制

ラ

グ

ビ

ー

大

会

６

月
2
9
日

㈲
午
前
９

時
～

午

後
５

時

会

場

陸
上

自
衛

隊
松
戸

駐
屯

地

ラ

グ
ビ
ー
場

対

象

市

回

仕
住

・
在

勤

の
ラ

グ

ビ
ー
チ

ー
ム
　

定

員
先

着

十

六
チ

ー

ム

費
用

一
チ

ー
ム

一
万

円圉
電
話

で
松

戸
市

ラ

グ
ビ
ー・
協

会

・

阿
部

昔
χ

・
2
1
7
1

内

線
２
１

６

番
（
夜

間

容
誣
・
5
0
3
9

番

）
へ

相
撲

教

室

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
Ｈ
時
3
0

分

会
場
運
動
公
園
相
撲
場

対
象

五
歳
～
十
二
歳
の
少
年
・
少
女

費

用

無
料

圉
電
話
で
松
戸
相
撲
連
盟
・
平
塚
登

匐
・
6
5
1
1

番
へ

慢
性
じ
ん
ま
し
ん

じ
ん
ま
し

ん
は
、
多
く
の
人

が

か
か
っ
た
経
験
を
持
つ
あ
り
ふ
れ

た
病
気
で
す
。
十
歳
か
ら
三
十
歳

代
ま
で
の
若

い
人
に
多
く
、
ま
た

女
性
に
や
や
多

い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
三
週
間
か
ら
数

力
月
以
上
も
繰
り
返

さ
れ
る
も
の

を
慢
性
じ
ん
ま
し
ん
と

い
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
原
因
は
食
べ
物
・

薬
剤
・
物
理
的
刺
激
・
感
染
性
病

巣
・
心
因
反
応
な
ど
多
く
の
も
の

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
原
因
の
八

〇
％
以
上
が
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

じ
ん
ま

し
ん
の
症

状

じ
ん
ま
し
ん
は
か
ゆ
み
の
あ
る

紅
斑
で
始
ま
り
、
そ
れ
が
急
速
に

拡
大
し
て
、
円
形

・
地
図
状
な
ど

種
々
の
大
き
さ
の
不
整
形
な
紅
い

む
く

み

の
あ
る
皮

疹
と

な
り
ま

す
。

皮
疹
は
数
分

か
ら
数
時
間
の
う
ち

に
自
然
と
消
え
、
元

の
健
康
な
皮

膚
に
戻
り
ま
す
。

し
か
し
、
皮
疹
が
消
え
て
も
治

っ
た
の
で
は
な
く
、
こ

の
よ
う
な

症
状
が
一
日

一
～
二
回
、
長
い
間

繰
り
返

さ
れ
る
の
が
慢
性
じ
ん
ま

し
ん
の
特
徴
で
す
。

治
療

は
主
に
対
症
療

法

慢
性
じ
ん
ま
し
ん
は
、
原
因
を

明
ら
か
に
す
る
の
が
難
し

い
の
で
、

対
症
的
に
薬
物
療
法
を
行
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
一

番
多

い
よ
う
で
す
。
従
っ
て
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
剤
や
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
剤

の
内
服
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ

れ
ら
の
薬
剤
の
種
類
は

数
多
く
あ
り
、
新
し

い
薬
剤
の
開

発
に
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
皮
疹
・
か
ゆ
み
の
抑
制

の
程
度
、
あ
る
い
は
眠
気
や
全
身

家

庭

婦
人

テ

ニ

ス

ク

ラ

ス
別

ダ

ブ

ル

ス
大

会

６
月
９
日
丱
・
1
6日
丱
（
予
備
日

2
3日
丱
）
午
前
９
時
か
ら
　
会
場
栗

ヶ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
市

回
仕
住

の
人
・
市

内
在
ク
ラ
ブ
・
家
庭
婦
人

テ
ニ
ス
協
会
加
盟
の
ク
ラ
ブ
員

費

用
一
般
一
組
三
千
円
・
ク
ラ
ブ
員
一

組
二
千
円

※
一
般
の
人
は
、
６
月
１
日
㈲
以
降

に
電
話
で
組
み
合
わ
せ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

匣
５
月
丿
囗
窗
ま
で
に
、
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号

こ
仕
籍
ク

ラ
ブ
名

・
希
望
ク
ラ
ス
（
隘
・
Ａ

・

Ｂ
・
Ｃ
）
を
記
入
し
て
、
干
2
7
0
松
戸

市
小
金
原
八
の
二
二
の

二

百

江
井

裕
子

（
昔
犯
・
7
0
6
8

番
）
へ

の
け
ん
怠
感
な
ど
の
副
作
用
が
出

る
程
度
は
薬
剤
ご
と
に
少
し
ず
つ

異
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
個
人
に
よ
っ
て
薬

剤
へ
の
反
応
性
に
は
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。

上
手

な
付
き
合

い
方

あ
る
人
に
は
よ
ぐ
効
く
薬
剤
が

別

の
人
に
は
あ
ま
り
効
果
が
み
ら

れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
し

ば
し

ば
経
験
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た

め
、

じ
ん
ま
し

ん
を
上
手
に
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
に
は
、
各
個
人

に
最
も

適
す
る
薬
剤
を
見

つ
け
出
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
症
状
の
改
善
に
よ
っ
て

当
初
一
日
二
回
の
服
用
で
あ
れ
ば

一
回
に
減
量
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

症
状

が
安
定
す
れ
ば
二
日
に
一
回

の
服
用
と
い
う
よ
う
に
、
服
用
量

を
少
し
ず
つ
減
量
し

な
が
ら
中
止

し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
症

状
が
み
ら
れ
な
く
て
も
短
期
間
で

休
薬
す
る
と
、
再
発
の
も
と
に
な

り
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

チャンネル

あ
な
た
の
健
康



女

性

の

た

め

の

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

講

座

パ

ー

ト
1
1
「

よ

り

よ

い

人

間

関

係

の

た

め

に

」

６

月
９

囗

・
1
6日

・
2
3囗

、
７
月

７
日

・
1
4日

の
月

曜
日

〔
全

五
回
〕
、

午
前
1
0
時

誚
分

～
午

後
Ｏ
時
3
0
分

会

場

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど

費

用

五
千
円

（
保
育

あ
り

・
実
費

）

羆
松

戸

カ

ウ
ン

セ
リ

ン

グ
の
会

・
生

木

昔
3
4
3
・
8
2
3
1

番

外

国

人

の

た

め

の

日

本

語

教

室

外

国
人

の

た
め

の
日

本
語

教
室

を

６
月

か

ら
増
設

し
ま

す
。

お
近
く

の

外
国

の

人
に

お
知
ら
せ

く

だ
さ

い
。

開
講

日

日

・
水

・
金
曜

日

の
午
前

1
0時
～
正

午

会

場

文
化

ホ
ー
ル
姉

妹

都
市

コ

ー
す
・ＩＩ
内

国
際
友

好

ル

ー

ム
　

内

容

漢
字

・
会

話

（
丁

寧
な

言

い
方
～

日
常
的

な
言

い
方

）
　

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

で
初
級

程
度

の
外

国

人
※
費

用
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

他

の
曜
日

や
時

間
で

の
希
望

が
あ

れ

ば
相
談

に
応

じ
ま
す

。

類
謝

松
戸

市
国

際
交

流
協

会

（
市

役

所
内

新

館
五

階
）

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド
圭

子

円
・

九
千
円
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
無
料
三

点
◆
網
戸
無
料
◆
テ
レ
ビ
台
千
円
◆

ド
レ
ッ
サ
ー
五
千
円
◆
整
理
た
ん
す

無
料
◆
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
千

円
◆
折
り
た
た
み
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
四

千
円

〔
電

気
用

品

〕
ミ
シ
ン
無
料
二
点
◆

照
明
器
具
三
千
円
◆
Ｃ
Ｄ

ウ
ォ
ー
ク

マ
ン
三
千
円
◆
布
団
乾
燥
機
四
千
円

◆
Ｂ
Ｓ

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
二
千
円

◆
ア
イ
ロ
ン
二
千
円
◆
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
バ

イ
ブ
レ
ー
タ
千
円
◆
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
無
料
◆
ニ
ド
ア
冷
蔵
庫
九
千

円
◆
十
九
ぢ
テ
レ
ビ
六
千
円
◆
電
動

ふ

れ

あ

い

教

室

「

ペ

ン

習

字

」

６
月
1
1
日

水
・
1
8日

水
・
2
3日

丱

、

７

月
２
日

水

・
９
日

水

・
1
6日

水

・

2
3日
水

・

誚
日

水

、
８
月

６
日

水

・

Ｈ

日
丱
・
Ｊ
日

水
・
2
7日

水
（
全
十
二

回

）
、
午

後
６
時

丿
分

～
８

時

丿
分

会

場

勤

労
会

館

対

象

市

内
在

住

・

在

勤

の
勤
労

者

定

員

三

十
人

（
抽

選

）

費
用

無

料
（
テ
キ
ス

ト
代
実

費

）

圉

６
月
２
日
丱

宿
所

右
茹

ご
ま
で
に

、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年

齢

・

電

話
番

号

・
勤

務
先

・
ペ
ン

習
字

と

記

入
し

て

、

〒
2
7
1
松

戸
市

根

本
三

八

七
の

五
松

戸
市

役
所

商
工

観

光
課

労

政
係
（
容
沺

・
7
3
2
7

番

）
へ

盆

踊

り

講

習

会

①

６
月

Ｈ
日

・
1
8日

・
2
5
日

の
水

曜
日
、

稔
台
市

民

セ

ン

タ

ー

＝
午

後

１

時

～
３

時

・
新
松

戸

市
民

セ

ン

タ

ー

＝
午

後
６

～
８

時

（
2
5日

は
午

後

１
時
～

３
時

）
②
６

月
６
日
・
1
3日
・

2
0日

の
金

曜
日

、

馬
橋

市
民

セ

ン

タ

ー

・
松
飛

台
市

民

セ
ン

タ
ー

＝
各

午

後
１

時
～
３

時

費

用

無
料

圜
立

詩
吟

舞

踊
愛

好
会

・
小

林

昔
沺

・
0
6
7
4

番

車

い
す

五
千
円

〔
子

供

用

品

〕
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
鉦
萪

・

七
千
円

・
八

千
円
◆

Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ

１

無
料

こ

二
千
円
◆

双

子
用

ベ

ビ
ー

カ

ー
一
万

円
◆

ベ
ッ
ト

メ
リ

ー
黄
色

千

円

・
二
千

円
◆

だ

っ
こ

シ
ョ
ル

ダ

ー
二
千

五
百

円

∴
二
千

五
百
円

◆

ベ

ビ

ー
バ
ス
無

料

・
五
百
円

◆

歩
行

器

千

円
二

点
◆

キ
ュ

ー
ピ
ー
人
形

三
千

円

◆
幼

児
用

教
材

セ

ッ
ト
五
千

円
◆

幌
付

ベ
ビ

ー
キ

ャ
リ

上

二
千
円

◆

ベ

ビ

ー・
用

蚊
帳

五
百
円

◆

ベ
ビ

ー
布

団

マ

ッ
ト
五
百

円
◆

子
供

坩
食

卓

い
す

無
料

・
千
円

◆

ベ
ビ

ー
用
豆

い
す
三

百

円
◆

ベ
ビ

ー
カ

ー
ペ
ッ
ト

二
千
円

◆

チ

ャ
イ

ル
ド

シ

ー
ト

千
円
◆

羽

子

板
無
料

◆

雛
人
形

無
料
◆

電

動
搾

乳

家
庭
教
育
学
級
合
同
開
級
式
記

念
講
演
会

６
月
４
日
水
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館

内
容
個
性
豊
か
で

存
在
感
の
あ
る
子
に

講
師
ゆ
う
び

小
さ
な
学
園
代
表
・
内
堀
照
夫
氏

費
用
無
料

鵞
矢
切
公
民
館
昔
莇
・
1
2
1
4
番

家

庭

教

育

講

演
会

６
月
３
日
㈹
午
前
1
0一時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場

内
容
「
子
育
て
で

自
分
さ
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
　
講

師
中
川
淑
子
氏

費
用
無
料

圃
明
る
い
社
会
づ
く
り
松
戸
推
進
協

議
会
・
加
藤
容
莇
・
7
3
8
9
番
（
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

講
座
・
講
演

音

声

機
能

障
害

音

声

講

習

会

６
月
1
3日
窗
～
1
0年
３
月
2
7日
窗

の
う
ち
の
十
六
日
間
、
午
後
１
時
～

３
時

会
場
千
葉
市
社
会
セ
ン
タ
ー

対
象

疾
病
な
ど
に
よ
り
咽
頭
を
摘
出

し

た

音
声

機
能

障
害

者
で

発

声
能
力

の
回

復
に

熱
意

が

あ
る
人

内

容

食

道

音

声
訓

練

・
人
工

咽
頭

ま

た

は
電

気

発

声
器

に
よ

る
訓

練

・
そ

の
他
日

常

生
活

上

必
要

と
す

る
事

項

費
用

無

料
※
日
程

は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

圜
し

あ
わ
せ

課
福

祉
係

親
子
遊
び
と
講
演
―
話
し
合
い

地

域

女

性

フ

ォ

土

フ
ム

「
私

と

子

供
の

自

分

育

て

」

①
６
月
６
日
童
・
1
3日
蚩
②
６
月

丿
日
窗
・
2
7日

窗
、
各
午
前
1
0時
～

正
午

会
場
予
小

金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
⑦
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
二

歳
以
上
の
子
と
親

定
員
各
先
着
三

十
組
（
二
日
間
参
加

で
き
る
人
）

講

師
女
性
の
学
習
情
報
を
つ
な
ぐ
会

代
表
・
西
山
恵
美
子
氏

費
用
お
や

つ
代
一
日
二
百
円

圉
電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
登
涙
・
8
7
7
8

番
へ

物

一
点

に

つ
き

一
人
一

枚
）・
価

格
・

住

所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間
お

勤

め

の
人

は
勤

め

先

の
電

話

番

号

）

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
1
松
戸

市
小

根
本

七

の
八
京
葉

ガ
ス

Ｆ
松
戸

第
ニ
ヒ

ル

松

戸
市

消

費
生
活

セ
ン

タ
ー
へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初

め
に
抽
選

し

当
選

者
に

電
話

連
絡
し

ま
す

。
紹

介

後
は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す
。

器
千
五
百
円
◆
母
乳
パ
ッ
ド
三
百
枚

セ
ッ
ト
千
円

〔
ス
ポ

ー
ツ

用
品

・
楽

器
〕

腹
筋

台
千
五
百
円
◆
女
性
用
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト
二
千
円
◆

パ
イ

プ
お
ん
ぶ
し
ょ
い

こ
登
山
用
三
千
円
◆
登
山
用
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
三
千
円

〔
日

用

雑
貨

〕
カ
メ
ラ
二
千
円
◆
衣

裳
ケ
ー
ス
三
個
セ
ッ
ト
千
円
◆
体
重

昇

一
千
円
◆
大
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
一

万
円
◆
木
製
額
縁
千
円
◆
写

具
引
き

伸
し
機
無
料
◆
タ
オ
ル
三
十
本
千
円

◆
地
球
儀
千
円
◆
夏
座
布
団
五
枚
組

二
千
円
◆
飯
台
五
百
円
◆
脚
立
千
円

◆

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
無
料
◆

ホ
イ

ー
ル
付
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
一
万

円
◆

バ
ス
マ
ッ
ト
千
円
◆

都
市
ガ
ス

用
グ
リ
ル
付
き

ガ
ス
コ
ン
ロ
五
千
円

圉
５
月

洳
日

窗
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
希
望
品
名
（
品

品
物

を

譲
り
た

い
人

は
、
５

月
2
8

日

困
ま

で
に

、
電

話
で
申

し
込

ん
で

く
だ

さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。
６
月

2
5日
号

に
掲

載
し

ま
す

。
価
格

は
一

万

円
ま

で

で
、
衣

料
品

・
食
料

品

・

自
転
車

な

ど
は
扱

い
ま
せ

ん

。

類
消

費
生
活

セ

ン

タ
ー

昔
沺
・
7
3

2
9

番

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

７

月

Ｈ
日

吻
午
前

９
時
5
0
分

～
午

後
Ｏ
時
5
0分
（
～

午

後
１
時
5
0
分

～
４

時
5
0
分

（
給
油

取

扱
所
勤

務

者
以
外

）
　

会

場

柏

市

民

文

化

会

館

対

象

①

危

険

物

取

り

扱

い
作
業

に
従
事

し

て

い
る
人

で

免

状
交
付

の
日

ま

た
は

講
習

を
受

け

た
日

か
ら
三
年

を

経
過
し

よ
う

と

す

る
人
②
免

状
所

持

者
で

希
望

す
る

人

杤
兩

四

千
七
百

円
（
県
収
入

証
紙

で
）

圉

６
月
２

日
丱

～
６

日
吻

の
間

に
、

免

状

・
印

鑑

・
県
収

入
証

紙

（
市

役

所

内
銀
行

・
東

葛
飾

支
庁

・
警

察
署

で
販
売

）
を

持

っ
て
消
防

局
内
松

戸

市

危
険

物
安

全
協

会
へ

豐
消
防

局
予

防
課

登
沺
・
1
1
1
1

内

線

涯
番

明

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

初

心

者

講

習

会

６
月

６
日

～
７

月
1
8
囗

の
毎
週

金

曜

日
（
全
七

回
）
、
午
前
1
0
時

～
正

午

会

場

明

市

民
セ

ン

タ
ー

費

用

千
円

圃
石

原

登
遐
・
0
8
7
6

番

保
健
・
衛
生

糖
尿
病
気
・
高
血
圧
等
の
病
態
別

栄

養

指
導

高
齢
化
社
会
の
到

来
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
い

か
に
良

い
食
生
活
を
持
続
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

市
で
は
、
松
戸
市
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
病
態
別
栄
養
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
施
日

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
会
場
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
　
内
容
糖
尿
病
こ
高
血
圧

等
の
栄
養
指
導

費
用

無
料

甲
王
治
医
を
通
じ
て
ご
予
約
を

憇
健
康
課

昔
莇
・
7
4
9
0

番

愛
の

献
血

５
月
３
日
米
午
前
９
時
丿
分
～
Ｈ

時
4
5分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場

マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
寮

羆
枡
飛
ぷ
口
工
業
会
容
琴
9
6
0
1

番

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①

初
級

＝
５
月

丿
日

窗
・
3
1日

出
、

６

月
１
日

⑥

蒙
甲
級

＝
５
月
3
1日
出
、

６
月

１
日

㈲

時

間

①

午
前

の
部

＝

午
前

稍一
時

～
正

午

、
午

後

の
部

＝
午

後
１

時

丿
分
～
３

時
3
0
分
②

午
後
１

時

丿
分
～
４

時

誚
分

定

員

①

各
日

六
人
言

各
日

一
人

（
各

先
着

順
）

龠
場

森
の

ホ
ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ
ー

内
容

巨
分
で
撮

影
し

た

ビ

デ
オ
に

夕

イ
ト

ル

・
音
楽

な
ど

を
入

れ
、

オ
リ

ジ

ナ
ル
作

品
を

作
る

持

ち

物

自
分

で
撮

影
し

た

ビ

デ
オ

テ

ー
プ
と
新

し

い
ビ

デ
オ
テ

ー
プ
　

費
用

無

料

圉
５

月
2
5
日

㈲
午
前
1
0
時

か
ら

、
電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ

ー

昔
3
8
4・
5
0
5
0

番

へ

医

師

に

よ

る
医

療
（
肝

臓

）
講

演

と

相

談

会

６
月
１
日
㈲
午
後
Ｏ
時
丿
分
か
ら

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

圜
千
葉
肝
臓
友
の
会
・
田
辺
昔
砌
・

2
7
2
・
７
″ｈ
）９Ｊ
１
番

ポ
リ

オ

ワ

ク
チ

ン

の

追

加

接

種

昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人
が

他
の
年
畸

層
に
比
べ
て
、
ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有
し
て
い
る
割
合
が
低
い

こ
と

が
厚
生
省
の
調
査
で
わ
か
り
ま

し
た
。
次
に
該
当
す
る
人
は
、
再
度

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の

人
で
①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
予
定
の
人
②
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
子
ど
も
が
い
る
人

※
費
用
や
実
施
場
所
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

熈
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
容
莇
・

7
4
8
4

番

歯
の

衛

生

週
間

「

歯
の

健

康

チ

ェ

ッ

ク
」

６
月
７
日
出
午
後
１
時
洳
分
～
３

時

会
場
中
臾
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容
歯
科
医
師
に
よ
る
検
査
と
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

圃
健
雍

誅
保
健
係
昔
沺
・
7
4
8
6
番

熟

年

男

性

の

料

理

教

室

６
月

Ｈ
日

水
～
1
3
日
蚩

、
午

前
1
0一

時

丿
分
～
午

後
１

時

丿
分

会

場

小

金
市

民
セ

ン
タ

ー

対

象

市
内

在
住

の
六

十
歳
以

上

の
男

性

（
三
日

問
と

も
参

加
で

き
、
こ

の
料
理

教
室

に
初

め
て
参

加

す

る
人

）
　
定

員

十

五

人

（
抽

選
）
　

費
用

千

円

圉
６

月
２

日

側

〔
消

印
有

効
〕

ま
で

に

、
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

．
電
話

番
号

・
年

齢

を
記
入

し
て

、

〒
7
7
1

一
松

戸
市

本
町

一
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル

内

松
戸
市

社
会

福
祉

協
議

会

「
熟
年

男

性

の
料

理

教
室
」

係

（

容
莇

・
0

5
0
3

番

）
へ

初

め

て

の

方

の

フ
ラ

ワ

ー
ア

レ

ン

ジ

メ
ン

ト

６
月
４
日
～
1
0月
３
日
の
毎
週
水

曜
日

（
第
三
水
曜
日
を
除
ぐ
全
十
七

回
）、
午
後
６
時
～
８
時
丿
分

会
場

市
民
会
館

費
用
五
千
円
と
花
代
一

回
千
二
百
円
～
千
五
百
円

黙
奥
様
生
け
花
会
・
須
藤
昔
屁
・
1

9
9
0
番

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G

予
防
接
種
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

を

左

表

の

と

お

江

実

施

し

ま

す

。

生

後

三

ヵ

月

以

上

四

歳

未

満

で

予

診

票

を

持

っ

て

い

な

い

人

は

、

直

接

各

保

健

セ

ン

タ

ー

・

各

支

所

の

市

ハガキ記入要

領

福

祉

公

社

協

力

会

員

募

集

福

祉
公
社

で

は
、
利
用

会
員

の
自

宅
に
出

向

き
、
掃

除

・
洗
濯

・
調
理

な
ど

の
家

事
援
助

や
通

院

・
散
歩

の

介
助

な
ど

の
介
護

援
助

サ

ー
ビ
ス

を

行

弓
協
力

会
員
を
募

集
し
て

い
拿

す
。

対

象

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
意

識
を

お
持
ち

の
市

内
在

住

・
在

勤

の
二
十

歳
以
上

の
人な

お
、

会

員

に

な

る

た

め
に

は

、

基
礎
研

修
を

受
け
て

い
た
だ

き
ま

す
。

研

修
予

定

①
６
月

９
日

～

②
９

月
1
7

日
大

胃

月
４

日
～

④
９

年
１

月
９

日

～

各

回

と

も

週

一

回

で

全

六

回

費

用

無
料

圉
電

話
で

齟
松

戸
市
福

祉
公

社
事

業

係

昔
莇
・
2
9
4
1

番

へ

民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ま

た
は
（

ガ
キ
に
左
記
の
記
入
要
領
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

圜
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

登
鰯
・

7
4
8
4
番

国

松
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●ツ ベ ル ク リン

反 応 ・ ＢＣＧ予

防接種申し込 み

●住所

・ 保護者 氏名

・ 子ども の氏名

・ 子 ど も の 生 年

月日

・ 電 話番号

ツベルクリン反応・ＢＣＧ日程表

会　　場
ツベルク

リン反応
BCG
時

間

中央保健センター
6/23C月) 6/25W

午

後１

時
Ｓ
２

時
巧
分

ら予
診

票
が
あ
れ

ば
予

約
不
要
心

7/28 ㈲ 7/30$

松飛台市民センター 6/1OW 6/12(*)

東部市民センター 6/30 ㈲ 7/ 2 ㈲

馬橋東市民センター 6/176*0。6/19R

健康増進センター 7/ 7(月) 7/ 9困

常盤平市民センター
6/ 3 ㈹ 6/ 5休）

7/29W 7/ 31團

明市民センター 7/ 9 團 7/11窗

古ケ崎市民センター 7/ 8 叫 7/10C木)

稔台市民センター 7/16團 7/18窗

小金原市民センター 6/16(3) 6/18團

新松戸市民センター
6/24W 6/26困

7/22W 7/24C村

小金保健センター
6/ 4 團 6/ 6窗

7/23GW 7/25窗

馬橋市民センター 6/11團 6/13窗

六実市民センター別館 7/ 1 ㈹ 7/ 3 ㈲

二十世紀が丘市民センター 7/15㈹ 7/17困

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
広
場



期　　間 内　　　　容

5/31  Ct)まで

午後1時15分･3時15分から30 分間

汢･ 日曜日は午前11時からも上映）

ハイビジョン映像「バリ／神々に捧げられた島」 会場講堂

観覧無料

6/1(1日)～22(日)

午後1時15 分･3 時15 分から貊分間

(土･日曜日は午前11時からも上映)

ハイビジョン映像「チベットチャンタン高原をゆく」（44

分間）会場講堂　観覧無料

※7/1 灰）からは「しぜんとあそば／はくちょう」（15 分間）

を上映します。なお、都合により、上映を中止させてい

ただく場合があります。

7/6(1日)まで

考古資料展「古墳時代のうつわ」　内容博物館所蔵の古墳

次代の土器101点を展示公開します。　会場企画展示室観

覧料無料

常設展観覧料…一般300 円(240 円卜 高大学生150 円(100 円卜 小中学生100 円(60円)(　)内は20

名以上の団体料金　※第2 ・4土曜日は小・中学生は観覧無料です。　休館日…月曜日( 祝日に

当たるときは翌日) ・第4金曜日( 館内整理日) 総合展示解説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の

午後2時より30 分間 、解説員による総合展示解説ツアーを開催しています( 参加者は常設展示観

覧料が必要となります)。※6月23日(月)～30 日(月)は燻蒸作業のため臨時休館します。

＼ 期 日 内　　　容　（☆印は有料） 開満周 問い合わ せ先

奈

ﾉし

6/1(1日)
松戸シティフィル

第19 回定期演奏会　☆
14 :00 菊地　　　　　　55344-6ﾜ41 番

5㈲ 和田ア牛子コンサート　☆ 18 :30 労音東葛センターQ365-9911 番

7圉
東京バレエ劇場附属馬橋バレエ研究所

発表会
1ﾜ:30
東京バレエ劇場

Q03-3361-0958 番

15(日)児童アニメ映画会 ☆ 13 :50
ファミリーフィルム

登03-3419-ﾜ261 番

21 圉 伊東ゆかりコンサート　☆ 18 :00 労音東葛センターQ365-9911 番

22日 実践倫理壮年の集い 10 二30川野一郎　 昔04ﾜ1-54-6ﾜ38 番

小
ホ

｜
ル

5/28 團 野村狂言の会　☆ 18 :30
拊松戸市文化振興財団

登384-5050 番

6/ 8(日)静冷会創立10 周年舞踊発表会 11 二30 秋山冷子　　　　昔38ワー3502 番

14(土)ピ アノ・エレクトーン発表会 11 二30 中田洋代　昔04ﾜ1 －ﾜ5-5090 番

15(日)ピアノ発表会 13 :00 松下光子　　　　S344 ―8480 番

17(火)舞台公演「スノーフレーク」　☆ 18 :30
スノーフレーク公演実行委員会

容34ワー4446 番

20 銜 黒坂黒太郎コカリナコンサート　☆ 18 :30
MIN-ON 千葉予約センター

登043-28 ワー6688 番

21 圉 ア・コール聖徳セカンドコンサート☆ 14 :00 市江公子　　　　昔38ワー3565 番

22 聯 Ｍ＆Ｍ音楽教室発表会 13 :00 橋本匡史　　　　Q388-8466 番

期 日 内　 容 （☆印は有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先

5/25日 ピアノ発表会 13:00 小川慶子　　　　　　　Q385-6590 番

31 倒 松戸東葛飾剣詩舞連合会合同公演 10:30 石井ナミ　　　　　　　2*364-9940 番

6/ 3(火)家庭教育講演会 10:00 加藤淳子　　　　　　　Q365-ﾜ389 番

6銜 中央学院大ライブコンサート 16:00 中野隆志　　　　　　　O360-ﾜ453 番

8(日)ピアノ発表会 10:00 佐藤園恵　　　　　　　O365-4620 番

15(日)和太鼓民舞発表会　☆ 14:30 佐久間清　　　　　　　 登385 一刀01 番

19 休）サピックス松戸校講演会 10:00 田村謙　　　　　　　　R364-5611 番

20 銜 吉敷ギター教室発表会 16:30 吉敷則忠　　　　　　c363-5439 番

21 ㈹
環境政策に関わるシンポジウム 9:30 市環境管理課　　　　　o366-ﾜ336 番

恵音会ピアノ発表会 15:00 立原安紀子　　　　　　 昔36ﾜｰ8839 番

22(日)栖山流吟道創流15 周年記念大会 10:30 森田善夫　　　　　　　0386 一4004 番

※月曜日は休館

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………O366-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時
休日と土曜･午前９時～翌日午
前９時
◆夜間急病診療所…登368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所

………0365-3430 番
衛生会館内･午後８時～11時

期 日 内　 容 （☆印は有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先

25(日)
東葛合唱団「はるかぜ」

第4回コンサート　☆ 14:00
東葛合唱団｢はるかぜ｣

S03-3600 一2副 ○番

6/1(1日) 松戸民踊連合会民踊発表会 10:00 松戸民踊連合会　Q346-2255 番

4伽
平成9 年度家庭教育学級合同開級式およ

び記念講演会
10:00 矢切公民館　　　　S368-1214 番

8(日) 馬橋民踊連合会40 周年記念発表会 10:00 馬橋民踊連合会　Q389-ﾜ12ﾜ 番

14 汢）
本間祥公ダンスバレエアカデミー

発表会
15:30
ダンスバレエアカデミー

S386 一29ﾜ2 番

15(日)
よこすかウインドアンサンブル

サマーコンサート
15:00
よこ すかウインドアンサンブル

Q368-1454 番

21 圉
松戸放課後のこども指導研究会文化行事演

劇公演「ルドルフとイツパイアツテナ」☆

14:30

回:30

ﾉ｣金学童保育所( 松戸放課後のこど

も指導研究会)　 登3∠11-0406番

22(日) 詩吟神風流千葉県総連合第8回詩吟大会 13:00 詩吟神風流　　　　25388-0693 番

28 仕）
県立松戸六実高等学校吹奏楽部

第16回定期演奏会
14:00
県立松戸六実高等学校

S385 一回91 番

29(日) 松戸市合唱連盟　第23 回合唱交歓会 10:00 松戸市音楽協会　　B383-0111 番

期　間 内　　容 問い合 わせ先

5/28 團～6/1(1日) 松戸市書連展 松戸市書道連盟　　　　Q362-4261 番

31 仕)～6/1(1日) 武田書道会展 関　　　　　　　　　　O391-2510 番

3㈲～　8(日) パステル同好会絵画展 津倉　　　　　　　　　Q362-1ﾜ21 番

4團～13 輿 松戸東葛地区高校美術展 市立松戸高校　　　　　0385-3201 番

17(火)～29( 日) 松戸市美術展 市社会教育課　　　　　S366 ―ﾜ462 番

開館時間…午前10 時～午後6 時(月曜日は休館)

抑瞿・催し物 内　 容

7/6(日)まで

徳川写真館PartII一徳川昭武・

慶喜の作品を中心に

徳川昭武や慶喜をはじめとする徳川一門の人々は幕末か

ら写真に関心を寄せ、明治20 年代以降は数多＜の写真を

自ら撮影するようになります。初公開の写真多数を含む、

徳川家伝来の写真の数々にご期待＜ださい。

入館時間…午前9時30 分～ 午後4時30 分（月曜日は休館） 入館料…大人60 円、高大学生40円 、

小中学生20 円（第2 ぺ 土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

※戸定邸「使者の間・従者の圜」の復元工事を実施します。周辺および来園の皆様にご迷惑を

おかけする場合もありますが、ご理解とご協力をお願いします。

＼ 期　　　　 間 内　　　　　　　　　 容

展
一不

6/3W～6/15日 「失われゆ＜千葉の植物展」　講師…福田洋氏

6/17 ㈲～6/29(1日) 益子清見21 世紀の森と広場の写真展

穿

Σ`ﾉ
乙

グ

6/7 圉午後2時～3 時 季節のみどころ歩き　講師…パークセンター職員

6/15(1日)午後2時～3時 昆虫ウオツヂンゲ　講師…自然解説員・佐藤隆士氏

6/28 汢)午前10 時～11 時30 分 こどもバードウォッチング 講師…自然解説員・首藤美恵子氏

匣]当日パークセンターで　費用…無料　　 ※雨天中止

相
談

毎週水・土・日曜・祝日

午前10時～正午 午後1時～4時

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9 時～午後4 時30分（月曜日は休館）

松戸駅市民ギャラリーの展示案内は、６面に掲載しています。

○お気軽にご相談＜ださい　６月の相談あんない Ｏ

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

博物館 市民会

館

見に行こう　聴いてみよう　文化施設だより

文化ホールギャラリー

戸定歴史館

21世紀の森と広場パークセンター
市民劇場

森のホール21

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

相 談 名

交通事故［

市政･一般
法律相談

税務相談［

登記相談［

行政相談「

住宅相談［

住宅ﾘﾌｫｰﾑ「
外国人相談「

労働相談［

期 日 時 間
会場

相談名 期 日 時 間
会場

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

女性センター

女性センター

教育研究所

北松戸保育所

人権相談

心

配

ご

と

相

談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談☆

教育相談☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

救急医療体制
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